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皇太子同妃両殿下が御訪問
● さまざまな分野で尽力

叙勲の栄誉・文化の日表彰
● 魅力を生かしたまちづくりへ

「亘理町この一年」
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そ
の
後
、
殿
下
は
、
集
ま
っ
た
い
ち
ご

生
産
者
一
人
ひ
と
り
に
「
津
波
の
時
は
ど

ち
ら
に
い
た
の
で
す
か
。」「
ご
家
族
は
大

丈
夫
で
し
た
か
。」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
続
け
て
妃
殿
下
は
、
こ
れ
か
ら
出

荷
さ
れ
る
い
ち
ご
を
ご
覧
に
な
り
な
が

ら
「
お
い
し
そ
う
。
良
い
香
り
が
し
ま
す

ね
。」
と
笑
顔
で
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

御
視
察
を
終
え
ら
れ
た
両
殿
下
は
、
住

民
の
歓
送
に
笑
顔
で
お
手
を
振
り
な
が

ら
、
亘
理
町
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

浜
吉
田
い
ち
ご
団
地
御
視
察

11
月
1
日
、
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
が
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況
の
御
視
察

の
た
め
、
浜
吉
田
い
ち
ご
団
地
を
御
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
住
民
が
歓
迎
の
意
を
込
め
て
国

旗
を
振
る
な
か
到
着
さ
れ
た
両
殿
下
は
、

始
め
に
齋
藤
町
長
か
ら
町
の
概
要
を
お
聞

き
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
選
果
場
内
に
移
動

さ
れ
、
み
や
ぎ
亘
理
農
業
協
同
組
合
の
村

山
裕
一
組
合
長
の
案
内
で
い
ち
ご
の
品
質

検
査
や
出
荷
作
業
の
様
子
を
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
。

皇
太
子
同
妃
両
殿
下
が
御
訪
問
さ
れ
ま
し
た

今月の表紙
わたり復興マラソン大会の
１コマ。２km小学生の部
では、合図とともに子ども
たちが一斉にコースへ飛び
出しました。
若き走者たちが、未来への
一歩を踏み出した瞬間です。

	 2	◦	皇太子同妃両殿下が御訪問

			   さまざまな分野で尽力
	 6	◦	叙勲の栄誉・文化の日表彰

			   魅力を生かしたまちづくりへ
	18	◦	「亘理町この一年」

	 3	◦	トピックス
	 	 	 　新しいまちづくりの出発点 

新庁舎・保健福祉センター建設住民報告会開催

	 5	◦	第48回衆議院議員総選挙・宮城県知事選挙結果

	 8	◦	平成28年度決算

	 	 	 きらり助っ人
	 15	◦	亘理で活躍する派遣職員 vol.7
	 	 	 わたりの会社まるごとコレクション�
	 	 	 マルヤ水産株式会社

	 16	◦	ニュース＆ニュース
	 	 	 　遊びで学ぶ科学の原理　空気をテーマに科学フェス
	 	 	 　輝く魅力は十人十色　亘理町文化祭
	 	 	 　伝承のはらこめし　亘理高校ではらこめし講習会
	 	 	 　もったいないことしてないかい？ 絵本作家のおななし会
	 	 	 　手塩にかけた作物にふれて　高校生が春菊の収穫体験
	 	 	 　館内賑わう秋のおまつり 図書館と郷土資料館でイベント

	 24	◦	ふれあいひろば
	 	 	 　わたりの民話⑨・リサイクル情報などの情報

	 26	◦	健康のひろば
	 	 	 　休日当番医・子育て支援などの予定

	 28	◦	わつくりネット

	 39	◦	おしらせひろば
	 	 	 　暮らし・募集・催しなどのお知らせ

模型を確認する参加者たち

11
月
21
日
、
役
場
の
新
庁
舎
お
よ
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
実
施
設
計
の
住
民
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
役
場
の
新
庁
舎
お
よ
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
に
向
け
て
、
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
く
、
訪
れ

や
す
い
庁
舎
と
な
る
よ
う
に
昨
年
10
月
と
11
月
に
開
催
さ
れ

た
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
受
け
、

検
討
し
て
き
た
実
施
設
計
を
報
告
す
る
た
め
開
か
れ
た
も
の

で
す
。

参
加
し
た
町
民
48
人
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
を
盛

り
込
み
完
成
し
た
実
施
設
計
の
概
要
を
聞
き
、
耐
震
性
能
や

災
害
時
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
の
質
問
を
す
る
な
ど
、
利
用

す
る
町
民
の
目
線
で
設
計
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
、
会
場
に
１
／
３
０
０
ス
ケ
ー
ル
の
新
庁

舎
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
完
成
模
型
が
展
示
さ
れ
、
参
加

者
た
ち
は
、
模
型
を
細
部
ま
で
確
か
め
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

感
想
な
ど
を
話
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
31
年
度
の
完
成

を
目
指
し
、
平
成
29
年
度
中
に
着
工
す
る
予
定
で
す
。

担
当
／
企
画
財
政
課 

新
庁
舎
建
設
準
備
班

☎（
３
４
）０
５
２
５

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
出
発
点　
新
庁
舎・保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
住
民
報
告
会
開
催

いちごをご覧になる両殿下

大勢の住民が両殿下を歓迎
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投票所ごとの投票率
投　　票　　所 投票率（％）

亘理第１投票所
（上舘生活センター） 54.02

亘理第２投票所
（保健センター） 50.18

亘理第３投票所
（亘理保育所） 52.41

亘理第４投票所
（悠里館） 47.28

吉田第１投票所
（吉田小学校体育館） 52.32

吉田第２投票所
（一本松集会所） 58.88

吉田第３投票所
（長瀞小学校体育館） 51.91

吉田第４投票所
（農村環境改善センター） 55.06

荒浜第１投票所
（勤労青少年ホーム） 56.27

荒浜第２投票所
（高須賀公会堂） 57.32

逢隈第１投票所
（B＆G海洋センター体育館） 51.01

逢隈第２投票所
（鹿島保育所） 49.48

逢隈第３投票所
（高屋小学校集会所） 50.38

逢隈第４投票所
（田沢活性化センター） 64.13

逢隈第５投票所
（牛袋公会堂） 45.20

※衆議院議員総選挙の小選挙区の数値です。

友
好
都
市
へ
感
謝
を
伝
え
に

東
日
本
大
震
災
で
多
大
な
る
支
援
を
い

た
だ
い
た
大
分
県
日
出
町
。
平
成
26
年
に

友
好
都
市
を
締
結
し
て
か
ら
今
年
で
3
年

目
を
迎
え
、
小
学
生
の
交
流
事
業
な
ど
を

と
お
し
て
、
交
流
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
た
め
。
さ
ら
な
る
友
好
都
市
の
絆

を
深
め
る
た
め
。
10
月
18
日
、
臨
時
町
民

号
は
日
出
町
を
中
心
に
九
州
地
方
を
訪
ね

る
2
泊
3
日
の
旅
に
出
発
し
ま
し
た
。

金
石
の
交
わ
り
へ

亘
理
町
か
ら
約
１
千
㎞
。
参
加
し
た
町

民
49
人
が
日
出
町
に
到
着
す
る
と
、
熱
烈

な
歓
迎
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

日
出
町
の
本
田
町
長
を
は
じ
め
、
佐
藤

町
議
会
副
議
長
な
ど
町
関
係
者
22
人
も
駆

け
付
け
、
日
出
町
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
交
流
会
で
は
、
齋
藤
町
長
が
「
こ
の
友

好
的
絆
を
基
調
と
し
て
、
両
町
が
さ
ら
な

る
発
展
を
遂
げ
る
た
め
ま
い
進
し
た
い
。」

と
話
す
と
、
続
け
て
本
田
町
長
が
「
町
民

相
互
の
友
好
を
深
め
、
こ
の
交
流
を
末
長

く
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
熱
い
思
い
で

答
え
る
な
ど
、
会
場
は
終
始
盛
り
上
が
り

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

臨
時
町
民
号
参
加
者
の
佐
藤
美
津
子
さ

ん
は
「
実
際
に
来
て
日
出
町
の
素
敵
な

方
々
と
交
流
し
、
観
光
し
て
本
当
に
す
ば

ら
し
い
町
だ
と
感
じ
た
。
絶
対
に
ま
た
訪

れ
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

問　
企
画
財
政
課 

企
画
班

☎（
３
４
）０
５
０
５

投
票
率
は
51・32
％

10
月
22
日
、
第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
お
よ
び
宮
城
県
知
事
選
挙
の
投
票
が
町

内
15
ヵ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
佐
藤
記

念
体
育
館
で
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
は
衆
議
院
小
選
挙
区
選

出
議
員
選
挙
で
２
８
，６
８
６
人
、
う
ち

１
４
，７
２
２
人
が
投
票
し
、
投
票
率
は

51
・
32
％
と
な
り
、
前
回
（
平
成
26
年
・

48
・
77
％
）
と
比
較
す
る
と
2
・
55
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

開
票
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　
亘
理
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
３
４
）１
１
１
１

衆議院比例代表選出議員選挙
政　党　名 得　票　数

自由民主党 5,005

希望の党 2,697

立憲民主党 2,645

公明党 2,124

日本共産党 1,003

日本維新の会 426

日本のこころ 228

社会民主党 181

幸福実現党 72

投 票 総 数	 14,723
有効投票数	 14,381
無効投票数	 342
投　票　率	 51.32%

宮城県知事選挙
候　補　者　名 政党名 得票数
村井よしひろ 無 所 属 12,206

た た ら 哲 無 所 属 2,355

投 票 総 数	 14,714
有効投票数	 14,561
無効投票数	 153
投　票　率	 51.71%

衆議院小選挙区選出議員選挙
候　補　者　名 政党名 得票数
西村あきひろ 自由民主党 8,694

いちじょう芳弘 希 望 の 党 3,708

吉 田 ご う 日本共産党 1,915

投 票 総 数	 14,722
有効投票数	 14,317
無効投票数	 405
投　票　率	 51.32%

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

宮
城
県
知
事
選
挙

臨時町民号出発
友好都市 大分県日出町を訪ねる２泊３日の旅

日　 出　 町

亘　 理　 町
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産
業
功
労

▼
武
澤 

文
男
（
本
郷
）

教
育
文
化
功
労

▼
濵
野 

か
じ
子
（
箱
根
田
西
）

▼
阿
羅 

昭
典
（
下
郡
）

▼
高
橋 

忠
良
（
十
文
字
村
）

▼
浅
野 

三
哉
（
名
取
市
）

▼
菊
池 

保
之
（
下
茨
田
北
）

▼
野
㟢 

と
ね
子
（
下
郡
）

民
生
安
定
・
保
健
衛
生
功
労

▼
柿
沼 

義
人
（
名
取
市
）

▼
木
村 

洋
子
（
仙
台
市
）

治
安
維
持
功
労

▼
笹
崎 

義
浩
（
上
郡
）

消
防
防
災
功
労

▼
玉
田 

俊
一
（
南
長
瀞
）

▼
玉
田 

靜
一
（
南
長
瀞
）

▼
齋
籘 

眞
孝
（
箱
根
田
東
）

町
長
感
謝
状

▼
セ
ン
コ
ー
株
式
会
社
（
仙
台
市
）

▼
伊
達
商
工
会
議
所

　
　
（
北
海
道
伊
達
市
）

▼
株
式
会
社
リ
ー
ド
（
横
浜
市
）

教
育
委
員
会
表
彰

▼
紺
野 

憲
一
（
岩
沼
市
）

▼
富
山 

剛
久
（
鹿
島
）

▼
高
野 

ち
江
（
森
房
）

▼
吉
岡 

一
男
（
仙
台
市
）

教
育
委
員
会
感
謝
状

▼
株
式
会
社
リ
ー
ド
（
横
浜
市
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

各
種
表
彰
（
敬
称
略
）

○
平
成
29
年
教
育
功
績
者
表
彰

�

（
宮
城
県
教
育
委
員
会
）

　
教
育
行
政
功
労

▼
大
石 

正
利
（
岩
沼
市
）

　
学
校
保
健
功
労

▼
佐
藤 

信
（
仙
台
市
）

▼
津
川 

偉
章
（
仙
台
市
）

▼
上
原 

忍
（
箱
根
田
東
）

▼
山
形 

光
孝
（
駅
前
東
）

○
監
査
事
務
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰

▼
齋
藤 

功
（
柴
町
）

○
統
計

　
宮
城
県
知
事
感
謝
状

▼
浅
川 

一
雄
（
浜
吉
田
西
）

　
宮
城
県
統
計
協
会
会
長
表
彰

▼
齋 

由
里
（
倉
庭
）

▼
粟
野 

晃
（
今
泉
）

平
成
29
年
度
亘
理
町
町
政
功
労
者
・
教

育
功
績
者
表
彰
式
が
、
11
月
２
日
に
中
央

公
民
館
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
活

躍
さ
れ
、
町
勢
の
振
興
発
展
や
教
育
文
化

の
発
展
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
方
、
お
よ
び

行
政
運
営
に
協
力
援
助
い
た
だ
い
た
方
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
産
業
功
労
１
人
、
教
育
文

化
功
労
６
人
、
民
生
安
定
・
保
健
衛
生
功

労
２
人
、
治
安
維
持
功
労
１
人
、
消
防
防

災
功
労
３
人
、
町
長
感
謝
状
３
団
体
、
教

育
委
員
会
表
彰
４
人
、
教
育
委
員
会
感
謝

状
１
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
町
長
は
表
彰
者
に
対
し
敬
意
と
感

謝
を
表
す
と
と
も
に
「
豊
富
な
識
見
と
尊

い
経
験
を
生
か
し
て
ふ
る
さ
と
亘
理
の
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
引
き
続
き
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
式
辞
を
述

べ
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
、
亘
理
町
消

防
団
吉
田
分
団
部
長
を
務
め
る
玉
田
俊
一

さ
ん
が
登
壇
し
、「
表
彰
の
栄
誉
を
得
た

本
日
の
感
激
を
忘
れ
ず
、
さ
ら
な
る
町
勢

の
伸
展
の
た
め
微
力
を
尽
く
し
ま
す
。」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

平成29年度
亘理町町政功労者
教育功績者表彰

厚
生
事
務
官
と
し
て
、
国
立
病
院
の
建

設
に
携
わ
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
厚
生

行
政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
勇
さ
ん
は
、
37
年
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
、
災
害
の
予
防
防
衛
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
一
弘
さ
ん
は
、
39
年
に
わ
た
っ
て

運
輸
行
政
に
携
わ
り
、
関
係
事
業
の
指
導

育
成
と
そ
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

玉
田
彰
男
さ
ん
は
、
50
年
余
り
に
わ
た

り
消
防
団
員
と
し
て
、
災
害
の
予
防
防
衛

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
新
さ
ん
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
隊
員

と
し
て
、
隊
員
を
束
ね
る
指
揮
官
の
任
務

を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

酒
井
潤
一
さ
ん
は
、
宅
地
建
物
取
引
業

の
第
一
人
者
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た

不
動
産
業
を
36
年
間
に
わ
た
り
展
開
し
、

現
在
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
﨑
正
利
さ
ん
は
20
年
に
わ
た
り
民
生

委
員
児
童
員
の
模
範
と
な
っ
て
、
地
域
住

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
相
談
役
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

叙
勲
受
章
者
お
よ
び
文
化
の
日
表
彰
受

賞
者
は
、
発
表
の
住
所
地
か
ら
亘
理
町

民
と
確
認
で
き
、
了
承
を
得
た
方
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

熊
谷
明
さ
ん
は
、
病
院
を
営
む
か
た
わ

ら
、
町
内
学
校
の
学
校
医
と
し
て
30
年
以

上
に
わ
た
り
地
域
医
療
の
充
実
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

三
品
信
夫
さ
ん
は
、
板
金
工
業
界
の
立

役
者
で
あ
り
、
震
災
後
に
は
公
営
住
宅
の

い
ち
早
い
完
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

熊
澤
勇
さ
ん
は
、
亘
理
町
議
会
議
員
と

し
て
、
24
年
余
り
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

渡
邊
和
喜
さ
ん
は
、
宮
城
県
議
会
議
員

と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
林
峯
治
さ
ん
は
、
宮
城
県
警
察
官
と

し
て
、
各
地
で
交
通
秩
序
の
安
定
に
長
年

に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲
受
章
者
お
よ
び
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
受
章
者
が
11
月
３
日
付
け
で
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝双光章
今野 稔 氏

（元 国立弘前病院
事務部長）

瑞宝単光章
齋藤 勇 氏

（元 亘理町消防団
分団長）

瑞宝双光章
高橋 一弘 氏
（元 東北運輸局宮
城運輸支局長）

瑞宝単光章
玉田 彰男 氏
（元 亘理町消防団
副分団長）

瑞宝単光章
佐藤 新 氏
（元 ３等陸尉）

産業功労
酒井 潤一 氏

（現 公益社団法人宮城
県宅地建物取引業協会
常務理事）

民生安定功労
岡﨑 正利 氏
（現 主任児童委員）

教育文化功労
熊谷 明 氏

（現 公立学校学校医）

産業功労
三品 信夫 氏

（現 宮城県板金工業組
合副理事長）

地方自治功労
熊澤 勇 氏

（元 亘理町議会議員）

県治功労
渡邊 和喜 氏

（現 宮城県議会議員）

瑞宝単光章
小林 峯治 氏
（元 県警部補）

叙
勲
の
栄
誉

文
化
の
日
表
彰

今年度の受賞者のみなさん

謝辞を述べる玉田さん
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亘
理
町
の
平
成
28
年
度
決
算
が
、

９
月
に
開
催
さ
れ
た
亘
理
町
議
会

定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
と
９
つ
の
特
別
会
計

お
よ
び
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
収

入
の
総
額
は
、前
年
度
比
13・7
％

減
の
３
２
９
億
７
，０
７
６
万
2
千

円
、支
出
の
総
額
は
12・4
％
減
の

２
９
２
億
６
，７
９
０
万
2
千
円
で

し
た
。決
算
は
、町
民
の
み
な
さ
ん

が
納
め
た
税
金
や
国・県
支
出
金
な

ど
が
ど
れ
く
ら
い
町
に
入
り
、ま
た
、

そ
の
入
っ
た
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

今
回
は
平
成
28
年
度
決
算
の
概
要

を
、一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、平
成
27

年
度
と
比
較
す
る
と
、復
興
事
業

の
進
捗
に
伴
い
関
連
す
る
東
日
本

大
震
災
復
興
交
付
金
、基
金
繰
入

金
な
ど
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り

歳
入
総
額
が
15・1
％
減
の
２
１
２

億
８
０
８
万
1
千
円
、歳
出
総
額

に
つ
い
て
も
12・4
％
減
の
１
７
８

億
８
，３
７
８
万
4
千
円
と
な
り
ま

し
た
が
、依
然
と
し
て
震
災
前
を
大

き
く
上
回
る
決
算
規
模
と
な
っ
て

い
ま
す
。歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た

差
引
残
額（
形
式
収
支
）は
33
億
２
，

４
２
９
万
7
千
円
と
な
り
、こ
の
う

ち
、一
部
事
業
の
繰
越
に
よ
り
、29

年
度
に
繰
越
す
べ
き
財
源（
繰
越
明

許
費
及
び
事
故
繰
越
し
）が
12
億

３
，２
５
９
万
7
千
円
あ
る
こ
と
か

ら
、実
質
的
な
残
額（
実
質
収
支
）は

20
億
９
，１
７
０
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
は
8・4
ポ
イ
ン
ト
増
の
63・0
％

歳
入
で
最
も
多
い
の
は
繰
入
金

で
収
入
全
体
の
26・4
％
を
占
め
、

次
い
で
地
方
交
付
税
が
18・
7
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
単
独
で
調
達
で
き
る
町
税
、

使
用
料
、繰
入
金
な
ど
の
自
主
財

源
と
地
方
交
付
税
、国・
県
支
出

金
、町
債
な
ど
の
依
存
財
源
の
割

合
は
、自
主
財
源
が
主
に
繰
越
事

業
費
充
当
財
源
繰
越
額
の
増
な
ど

か
ら
8・
4
ポ
イ
ン
ト
増
の
１
３

３
億
５
，０
８
７
万
8
千
円（
63・

0
％
）
と
な
り
ま
し
た
。一
方
、依

存
財
源
に
つ
い
て
は
、主
に
震
災

復
興
特
別
交
付
税
が
減
少
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
8・
4
ポ
イ
ン
ト

減
の
78
億
５
，７
２
０
万
3
千
円

（
37・0
％
）と
な
り
ま
し
た
。

歳
出（
支
出
）の
ト
ッ
プ
は
土
木
費

歳
出
で
は
、
避
難
道
路
整
備
事

業
お
よ
び
防
災
公
園
整
備
事
業
な

ど
復
興
事
業
の
実
施
に
よ
り
土
木

費
が
全
体
の
30
・
5
％
を
占
め
、

歳
出
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
続
い
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金

支
給
経
費
の
増
な
ど
に
よ
り
民
生

費
が
22
・
1
％
と
な
り
、
次
い
で

総
務
費
、
農
林
水
産
業
費
、
教
育

費
、
公
債
費
、
衛
生
費
な
ど
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
決
算

町
の
財
政
状
況
を
み
て
く
だ
さ
い

町
民
一
人
あ
た
り
の支出

金

※�

歳
出
決
算
額
を
平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
の
人

口
（
３
３
，８
８
９
人
）
で
除
し
た
金
額
で
す
。

地方交付税	 国が徴収した税金の中から、各地方自治体の財政力など一定の基準により交付されるお金です。また、平成23年度には東日本大震
災における復旧・復興事業に係る地方負担分について財源を措置する震災復興特別交付税が創設されました。

町　　　債	 臨時的に多額の資金を要する事業で、その事業効果が将来にまで及ぶ場合に後年度の住民にもその経費を負担していただくため、国
や金融機関から借り入れるお金です。

性質別分類	 地方公共団体の経費をその経済的性質を基準として分類したもので、歳出総額に占める義務的経費の割合が低く、建設事業費のよう
な投資的経費の割合が高いほど行政構造は弾力性があり、健全な財政であるといえます。

義務的経費	 人件費、扶助費、公債費など、その支出が義務付けられ、任意に削減ができない経費のことです。
人　件　費	 町議会議員や各種委員会委員、職員に対して支払われる報酬や給料等です。
扶　助　費	 児童福祉法、老人福祉法などに基いて支出される扶助的経費です。
公　債　費	 町が借入した地方債（借金）の毎年度返済する元利償還金等をいいます。
補　助　費	 亘理行政事務組合や亘名共立衛生処理組合などの一部事務組合に対する負担金や、各種団体に対する補助金などです。
普通建設事業費	 道路、橋りょう、学校、庁舎等公共用または公用施設の新増設などの建設事業に要する経費です。

労働費

787円

災害復旧費

11,695円

商工費

14,808円

議会費

3,656円

衛生費

20,781円

消防費

15,474円

総務費

76,825円

農林水産業費

45,992円

土木費

160,938円

公債費

23,122円

民生費

116,585円

教育費

37,053円

用語解説

歳出（性質別）の状況
一般会計の歳出決算額を性質別に見てみ

ると、それぞれの構成割合は義務的経費が
26.4％、その他の経費が40.1％、投資的経費が
33.5％となりました。前年度と比較すると、義
務的経費については、その内訳において、臨時
福祉給付金支給経費および保育園運営費の増
加に伴う扶助費の増により全体で1億7,618万
8千円の増となりました。一方、その他の経費
については、ごみ処理施設復旧整備事業の完
了により亘理名取共立衛生処理組合に対する
負担金の減に伴う補助費等の減により、全体
で25億1,612万9千円の減、また、投資的経費
については災害公営住宅整備事業や防災集団
移転促進事業といった復興事業の完了または
減少に伴う普通建設事業費の減から2億119
万3千円の減となりました。

○一般会計性質別分類内訳 （単位：千円 ％）
平成28年度 構成比 平成27年度 増減額 増減率

義務的経費 4,720,112 26.4 4,543,924 176,188 3.9
人件費 2,105,154 11.8 2,160,415 △ 55,261 △ 2.6
扶助費 1,831,376 10.2 1,560,830 270,546 17.3
公債費 783,582 4.4 822,679 △ 39,097 △ 4.8
その他の経費 7,178,723 40.1 9,694,852 △ 2,516,129 △ 26.0
物件費 2,185,329 12.2 2,146,683 38,646 1.8
補助費等 1,520,543 8.5 3,016,592 △ 1,496,049 △ 49.6
繰出金等 3,472,851 19.4 4,531,577 △ 1,058,726 △ 23.4
投資的経費 5,984,949 33.5 6,186,142 △ 201,193 △ 3.3
普通建設事業費 5,588,609 31.3 5,884,012 △ 295,403 △ 5.0
災害復旧費 396,340 2.2 302,130 94,210 31.2
合　　　　計 17,883,784 100.0 20,424,918 △ 2,541,134 △ 12.4

※△はマイナスを表します。

町税
34億3,963万3千円

（16.2％）

繰越金
34億3,531万7千円（16.2％）

繰入金
55億9,585万2千円

（26.4％）

地方交付税
　39億7,305万8千円

（18.7％）

県支出金
9億7,529万6千円

(4.6%)

国庫支出金
17億6,193万3千円

（8.3％）

諸収入 5億5,198万8千円(2.6％)
使用料及び手数料 1億6,231万9千円（0.8％）
分担金及び負担金 1億1,823万円（0.6％）
財産収入 2,914万7千円（0.1％）
寄附金 1,839万2千円（0.1％）

自主財源
133億5,087万8千円（63.0％）

自動車取得税交付金 3,546万7千円（0.2％）
地方特例交付金 2,377万円（0.1％）
配当割交付金  724万5千円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金 419万1千円（0.0％）
交通安全対策特別交付金 380万6千円（0.0％）
利子割交付金 250万4千円（0.0％）

町債 3億9,430万円(1.9%)

地方消費税交付金
 5億2,681万4千円(2.5%)

依存財源
78億5,720万3千円（37.0％）

町税の内訳
町民税 14億8,999万3千円
固定資産税 13億9,975万8千円
町たばこ税 2億6,083万6千円
都市計画税 1億9,004万4千円
軽自動車税 9,150万6千円
入湯税 749万6千円

地方譲与税 
1億4,881万9千円(0.7%)

公債費
7億8,358万2千円（4.4％）

土木費
54億5,402万4千円

（30.5％）

総務費
26億351万9千円

（14.6％）
民生費

39億5,094万6千円
（22.1％）

商工費 5億180万9千円（2.8％）
災害復旧費 3億9,634万円（2.2％）
議会費 1億2,390万6千円（0.7％）
労働費  2,666万1千円（0.2％）

消防費
5億2,441万円（2.9％）

衛生費
7億424万9千円（3.9％）

教育費
12億5,570万1千円（7.0％）

農林水産業費
15億5,863万7千円（8.7％）

歳出決算額
178億8,378万4千円

人件費
21億515万4千円（11.8％）
人件費
21億515万4千円（11.8％）

災害復旧費
3億9,634万円(2.2%)

災害復旧費
3億9,634万円(2.2%)

繰出金等
34億7,285万1千円

(19.4%)

繰出金等
34億7,285万1千円

(19.4%)

公債費
7億8,358万2千円（4.4%）
公債費
7億8,358万2千円（4.4%）

扶助費
18億3,137万6千円（10.2%）
扶助費
18億3,137万6千円（10.2%）

普通建設事業費
55億8,860万9千円

（31.3%）

普通建設事業費
55億8,860万9千円

（31.3%）

義務的経費

その他の経費

投資的経費

物件費
21億8,532万9千円（12.2%）
物件費
21億8,532万9千円（12.2%）

補助費等
15億2,054万3千円
(8.5%)

補助費等
15億2,054万3千円
(8.5%)

一般会計歳入

性質別歳出決算内訳

一般会計歳出

歳入決算額
212億808万1千円

歳出決算額
178億8,378万4千円
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○一般会計・特別会計・企業会計決算収支一覧表 （単位：千円、％）
区　　　分 28年度 27年度 増減額 増減率

一　般　会　計 歳入 21,208,081 24,977,235 △ 3,769,154 △ 15.1
歳出 17,883,784 20,424,918 △ 2,541,134 △ 12.4

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 歳入 4,713,823 5,047,783 △ 333,960 △ 6.6
歳出 4,486,663 4,904,333 △ 417,670 △ 8.5

奨 学 資 金 貸 付 歳入 9,786 13,785 △ 3,999 △ 29.0
歳出 9,688 13,703 △ 4,015 △ 29.3

公 共 下 水 道 歳入 2,316,489 2,645,350 △ 328,861 △ 12.4
歳出 2,211,733 2,505,054 △ 293,321 △ 11.7

介 護 保 険 歳入 2,829,527 2,829,120 407 0.0
歳出 2,763,445 2,788,020 △ 24,575 △ 0.9

土 地 取 得 歳入 5,078 5,088 △ 10 △ 0.2
歳出 5,049 5,059 △ 10 △ 0.2

介 護 認 定 審 査 会 歳入 5,868 5,615 253 4.5
歳出 5,868 5,615 253 4.5

わたり温泉鳥の海 歳入 173,903 114,470 59,433 51.9
歳出 95,757 114,334 △ 18,577 △ 16.2

後 期 高 齢 者 医 療 歳入 304,817 313,323 △ 8,506 △ 2.7
歳出 304,342 313,165 △ 8,823 △ 2.8

工 業 用 地 等 造 成 歳入 163,657 1,082,311 △ 918,654 △ 84.9
歳出 163,068 1,054,017 △ 890,949 △ 84.5

一般会計・特別会計
小　　　　計

歳入 31,731,029 37,034,080 △ 5,303,051 △ 14.3
歳出 27,929,397 32,128,218 △ 4,198,821 △ 13.1

企
業
会
計

水
道
事
業

収 益 的 収 支 収入 972,541 982,129 △ 9,588 △ 1.0
支出 800,831 826,824 △ 25,993 △ 3.1

資 本 的 収 支 収入 267,192 188,918 78,274 41.4
支出 537,674 449,889 87,785 19.5

合　　　　計 収入 32,970,762 38,205,127 △ 5,234,365 △ 13.7
支出 29,267,902 33,404,931 △ 4,137,029 △ 12.4

※△はマイナスを表します。

○地方債年度末現在高 （単位：千円、％）
区　　　分 28年度 27年度 増減額 増減率

一 般 会 計 10,178,149 10,514,697 △ 336,548 △ 3.2
公共下水道事業特別会計 9,067,645 9,256,952 △ 189,307 △ 2.0
水 道 事 業 会 計 2,035,051 1,997,531 37,520 1.9
工業用地等造成事業特別会計 715,476 860,634 △ 145,158 △ 16.9
国民健康保険特別会計 0 0 0

合　　　　計 21,996,321 22,629,814 △ 633,493 △ 2.8

○平成28年度の主な事業

○基金の状況 （単位：千円）
28年度末残高 27年度末残高

財 政 調 整 基 金 3,700,752 4,776,760
町 債 管 理 基 金 32,185 32,176
特 定 目 的 基 金 14,295,403 16,564,657
特 別 会 計 基 金 930,286 830,786

合　　　計 18,958,626 22,204,379

○町有財産の状況
区　　　分 面積・金額

土
　
　
　
地

公 の 施 設 1,911,366㎡
宅 地 321,649㎡
田 畑 4,113㎡
山 林 1,225,077㎡
雑 種 地 63,368㎡
そ の 他 142,589㎡

計 3,668,162㎡
建　　　物 394,330㎡
有 価 証 券 3,700千円
出　資　金 47,001千円

基　　　金 18,958,626千円
27,549㎡

※水道事業会計を除きます。

●通常事業分
総務費 国際交流事業（中学生海外派遣事業等） 923万3千円

町民乗合自動車運行事業 2,549万8千円
広域運行乗合自動車運行事業 409万5千円
わたしとわたりのブランドづくり事業 5,938万円

民生費 臨時福祉給付金支給事業 1億4,028万1千円
老人福祉事業（老人保護措置費、介護予防費ほか） 2,553万1千円
各種医療費（子ども・重度心身障害者・母子父
子医療費）助成事業 1億9,317万8千円

地域子ども子育て支援事業 1,526万8千円
衛生費 各種がん検診ほか健康増進事業 4,812万6千円

予防事業（予防接種、妊婦健診・乳幼児健診ほか） 1億8万5千円
休日当番医・休日歯科診療・病院群輪番制病院
等運営事業 2,225万4千円

農林水産業費 担い手確保・経営強化支援事業補助金 1,660万円
青年就農給付金（経営開始型）費補助金 588万8千円
地方創生（農林水産分野）連携事業 506万8千円

商工費 商工振興事業（中小企業振興、商工会運営費補助ほか） 9,499万6千円
観光振興事業（観光協会補助ほか） 734万8千円
みやぎ「県南浜街道」誘客促進事業 780万円
インバウンド向け滞在コンテンツ充実・強化事業 301万3千円

土木費 道路新設改良事業（道路維持、改良、舗装、
側溝新設、橋梁改良、交通安全施設ほか） 5億1,099万9千円

公園管理事業 3,623万円
住宅管理事業 1億1,963万1千円

消防費 非常備消防事業（消防団活動費ほか） 4,855万7千円
防災対策事業（防災行政無線管理、耐震関係
補助ほか） 5,054万3千円

教育費 小中学校管理運営事業 4億2,408万6千円
図書館･資料館管理運営事業 6,854万8千円

●震災関連事業分
総務費 震災体験教材製作事業 394万2千円

新庁舎建設事業 2,126万円
民生費 地域コミュニティ活動を活かした被災者生活

支援事業 2,684万9千円

地域支え合い体制づくり事業（サポート拠点事業） 746万円
衛生費 放射能対策事業（食品放射能測定業務等） 469万6千円
農林水産業費 東日本大震災農業生産対策事業 857万1千円

県営農地整備事業負担金 4億5,705万8千円
水産業共同利用施設復興整備事業（放置艇収
容施設） 1億5,000万9千円

商工費 中小企業活動再開支援事業補助金 952万3千円
仮設店舗解体撤去事業 4,032万2千円

土木費 防災集団移転促進事業 1億5,589万4千円
避難道路新設・整備事業 17億625万9千円
防災公園整備事業 8億5,688万9千円
災害公営住宅関連道路整備事業（下茨田橋改
良事業等） 1億9,569万6千円

防災広場整備事業 4億6,445万7千円
津波浸水区域支援事業補助金（津波被災住宅
再建支援事業補助金等） 1億9,010万2千円

教育費 スクールバス運行事業 2,800万9千円
被災児童生徒就学援助事業 3,055万6千円
被災博物館等再興事業 635万2千円

災害復旧費 公共土木施設（鳥の海公園）災害復旧事業 3億6,928万7千円
※事業費については全て職員人件費を除きます

平成28年度決算
町の財政状況をみてください

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
入

し
て
い
た
だ
い
た
町
税
や
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
・
交
付
税
な
ど
の
使
い
み
ち
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、「
亘
理
町
財
政
報
告
書

の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
町
有
財
産
や
町
債
の
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
平
成
29
年
度
上
半
期
（
４
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）
の
各
種
会
計

予
算
の
執
行
状
況
と
、
財
政
事
情
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
で
は
、
当
初
予
算
１
７
２
億

５
，０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
補
正
予
算
等

を
加
え
た
９
月
30
日
現
在
で
は
、
２
０
３

平
成
29
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）
の
各
種
会
計
予
算
の
執
行

状
況
と
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

億
４
，９
２
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
１

０
１
億
92
万
円
（
49
・
６
％
）
が
収
入
と

し
て
町
に
入
り
、
59
億
７
，８
９
６
万
円

（
29
・
４
％
）
が
事
業
実
施
の
た
め
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

予
算
執
行
に
つ
い
て
は
、「
安
全
・
安

心
・
元
気
の
あ
る
ま
ち
亘
理
」
を
目
指
し
、

復
興
の
完
遂
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
ま
た

来
た
く
な
る
ま
ち
・
ず
っ
と
住
み
た
く
な

る
ま
ち　

わ
た
り
」
を
基
本
理
念
に
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成29年９月30日現在（住民基本台帳による）
世　　帯	 12,199世帯
人　　口	 33,834人

◆町債の現在高
一般会計� 92億3,215万円
公共下水道事業特別会計� 86億7,153万円
水道事業会計� 20億3,505万円
工業用地等造成事業特別会計� 6億6,963万円
総　　計� 206億  836万円

◆町有財産の状況（水道事業会計を除く）
土　　地� 366万8,217㎡
　うち山林� 122万5,077㎡
建　　物� 39万4,330㎡
有価証券� 370万円
出 資 金� 4,700万円
基　　金� 183億8,139万円

◆平成29年度一般会計の予算執行状況
【歳入】

科　　　目 予算現額 収入済額 収入率
１	 町 税 34億3,687万円 20億3,234万円 59.1%
２	 地 方 譲 与 税 1億4,200万円 4,240万円 29.9%
３	 利 子 割 交 付 金 350万円 177万円 50.6%
４	 配 当 割 交 付 金 1,120万円 208万円 18.6%
５	 株式等譲渡所得割交付金 1,160万円 0万円 0.0%
６	 地 方 消 費 税 交 付 金 4億7,800万円 3億1,123万円 65.1%
７	 自 動 車 取 得 税 交 付 金 3,900万円 1,570万円 40.3%
８	 地 方 特 例 交 付 金 2,727万円 2,727万円 100.0%
９	 地 方 交 付 税 41億7,442万円 29億4,153万円 70.5%
10	交通安全対策特別交付金 410万円 202万円 49.3%
11	分 担 金 及 び 負 担 金 1億4,315万円 5,455万円 38.1%
12	使 用 料 及 び 手 数 料 1億6,291万円 7,843万円 48.1%
13	国 庫 支 出 金 16億1,621万円 3億8,422万円 23.8%
14	県 支 出 金 	 10億	 600万円 1億2,998万円 12.9%
15	財 産 収 入 1億1,787万円 1,646万円 14.0%
16	寄 附 金 900万円 559万円 62.1%
17	繰 入 金 65億1,309万円 	 26億	 431万円 40.0%
18	繰 越 金 12億8,330万円 12億8,330万円 100.0%
19	諸 収 入 	 5億	 176万円 1億6,774万円 33.4%
20	町 債 6億6,800万円 0万円 0.0%

計 203億4,925万円 	101億	 92万円 49.6%

【歳出】
科　　　目 予算現額 支出済額 執行率

１	 議 会 費 1億2,304万円 6,667万円 54.2%
２	 総 務 費 27億1,326万円 5億6,493万円 20.8%
３	 民 生 費 39億5,963万円 16億6,374万円 42.0%
４	 衛 生 費 9億3,725万円 3億3,257万円 35.5%
５	 労 働 費 2,738万円 1,705万円 62.3%
６	 農 林 水 産 業 費 22億6,461万円 2億3,270万円 10.3%
７	 商 工 費 4億9,740万円 2億8,883万円 58.1%
８	 土 木 費 64億9,318万円 14億7,347万円 22.7%
９	 消 防 費 5億2,367万円 3億3,933万円 64.8%
10	教 育 費 	 15億	 105万円 4億7,006万円 31.3%
11	災 害 復 旧 費 	 5億	 203万円 1億4,951万円 29.8%
12	公 債 費 7億9,695万円 3億8,010万円 47.7%
13	予 備 費 980万円 0万円 0.0%

計 203億4,925万円 59億7,896万円 29.4%

◆平成29年度予算に対する町民の税負担状況
税　　　目 予算現額 １世帯当りの額 １人当りの額

１	 町 民 税（ 個 人 ） 13億1,521万円 107,812円 38,872円
２	 固 定 資 産 税 14億5,390万円 119,183円 42,971円
３	 軽 自 動 車 税 9,043万円 7,413円 2,673円
４	 町 た ば こ 税 2億1,795万円 17,866円 6,442円
５	 都 市 計 画 税 1億9,958万円 16,360円 5,899円
６	 入 湯 税 733万円 601円 217円

小　　　計 32億8,440万円 269,235円 97,074円
７	 国 民 健 康 保 険 税 8億8,320万円 72,399円 26,104円

合　　　計 41億6,760万円 341,634円 123,178円
※�税負担状況の１世帯（１人）の額は、予算額を平成29年９月30日現在の世帯

数（人口）で除した数値です。
◆平成29年度特別会計の予算執行状況

区　　　分 予算現額
歳　　　入 歳　　　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率
国 民 健 康 保 険 46億4,573万円 17億3,741万円 37.4% 19億5,211万円 42.0%
奨 学 資 金 貸 付 718万円 525万円 73.1% 269万円 37.5%
公 共 下 水 道 事 業 21億4,854万円 8億3,743万円 39.0% 6億6,087万円 30.8%
土 地 取 得 509万円 4万円 0.8% 0万円 0.0%
介 護 保 険 30億2,400万円 14億5,956万円 48.3% 11億7,340万円 38.8%
介 護 認 定 審 査 会 739万円 739万円 100.0% 264万円 35.7%
わたり温泉鳥の海 2億7,127万円 1億1,513万円 42.4% 6,103万円 22.5%
後 期 高 齢 者 医 療 3億5,033万円 1億2,111万円 34.6% 1億1,735万円 33.5%
工業用地等造成事業 9,819万円 9,868万円 100.5% 4,903万円 49.9%

◆平成29年度水道事業会計の予算執行状況
区　　分 予算額 執行額 予算に対する執行率

収益的
収 支

収 入 9億3,047万円 4億4,444万円 47.8%
支 出 8億8,183万円 2億3,716万円 26.9%

資本的
収 支

収 入 1億9,764万円 0万円 0.0%
支 出 4億7,710万円 9,277万円 19.4%

平
成
29
年
度 

上
半
期
財
政
状
況
報
告

11 10広報わたり　2017.12広報わたり　2017.12



町職員の給与
定員管理等のあらまし

平成29年４月１日現在

亘理町職員の給与は、職務内容・職責に応じて支給
される給料と、扶養・通勤手当などの諸手当から構成
され、「亘理町職員の給与に関する条例」などにより適
正に給与制度の運用を行っています。
町では、町民のみなさんに一層のご理解とご協力を

いただくため、町職員給与などのあらましと職員数の
状況をお知らせします。

問　総務課 総務班（☎34−1111）

１　職員の任免および職員数に関する状況
⑴採用者数

平成28年度採用試験による平成29年4月1日付け採用職員数は次の
とおりです。� （単位：人）
区分 一般行政 建築 保育士 土木 保健師 技能労務 計
男 8 2 1 4 15
女 9 2 1 12
計 17 2 3 4 1 27

⑵退職者数
平成28年度に退職した職員の状況は次のとおりです。� （単位：人）
区分 一般行政 建築 保育士 土木 保健師 技能労務 計
男 9 3 12
女 9 2 11
計 18 2 3 23

退職者の再就職などの状況
退職者 再任用 再就職

23人 7人 4人

⑶部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）� （単位：人）

区　分
部　門

職　員　数 対前年
増減数 主な増減理由

29年 28年

一般行政部門

議 会 3 3
総 務 57 51 6 新庁舎建設業務等の増
税 務 16 15 1 納税推進業務充実のため増
民 生 92 93 △ 1 児童福祉部門充実のため増
衛 生 16 16
農林水産 21 23 △ 2 復興事業の減
商工労働 8 7 1 企業誘致業務の移管による増
土 木 27 31 △ 4 復興事業の減
小 計 240 239 1

特別行政部門 教 育 38 38
一　般　会　計　計 278 277 1

公 営 企 業
等 会 計
部 門

水 道 6 6
下水道 7 6 1 派遣職員減によるプロパー職員の増
その他 14 15 △ 1 他部門充実のため減
小 計 27 27

合　　　計 305 304 1
※�職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職

者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。
　また、職員数には、再任用職員も含まれます。

２　職員給与の状況
⑴平成28年度人件費の状況（普通会計決算）

住民基本台帳人口
（29.3.31現在）

歳 出 額
（A） 実質収支 人 件 費

（B）
人件費率
（B/A）

前年度の
人件費率

人 千円 千円 千円 ％ ％

33,889 17,878,589 2,072,684 2,074,697 11.6 10.4 

⑵平成29年度職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 １人あたり
給与費（B/A）給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

人 千円 千円 千円 千円 千円

296 922,860 240,095 336,036 1,498,991 5,064

※１．職員手当には退職手当を含みません。
　２．給与費は当初予算に計上された額です。

⑶�職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況
　（平成29年4月1日現在）

区分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

給　料 給　与 年　齢 給　料 給　与 年　齢

亘理町
円 円 歳 円 円 歳

277,700 337,400 41.6 267,100 294,800 53.0 

県 320,409 401,146 42.2 315,603 357,229 52.1 

国 330,531 43.6 286,833 50.6 

※給与とは、給料に扶養・住居・通勤などの諸手当を含んだものです。

⑷ラスパイレス指数の状況

H28.4.1現在
亘理町 県 国

89.7 100.0 100.0 

※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公
務員の給与水準を表します。

※亘理町のラスパイレス指数は県内22町村中22番目、34市町村中34番目です。

⑸職員の初任給の状況

区　　　分
亘理町（国と同じ）

初　任　給 2年後の給料額

一般行政職
大学卒 178,200円 190,100円

高校卒 146,100円 154,500円

⑹職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区　　　分 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 261,000円 283,500円 327,300円

高校卒 214,800円 227,900円 280,900円

技能労務職 高校卒 該当なし 該当なし 該当なし

※�経験年数とは、採用前に民間企業などに勤務した期間がある場合に、その
期間を換算し採用後の勤務期間に加算した年数です。

※�経験年数に該当する職員がいない場合に、「該当なし」と表示しています。

⑺一般行政職の級別職員数の状況
級　　別 1 2 3 4 5 6

計
標準的な職務内容 主事・技師 副班長 班長 課　長

職員数（人） 33 19 53 37 16 2 160

構成比（％） 20.6 11.9 33.1 23.1 10.0 1.3 100

参
考

1年前の構成比 21.7 9.0 33.7 21.1 12.1 2.4 100

５年前の構成比 15.1 10.8 36.1 22.9 12.1 3.0 100

※１．亘理町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

⑻職員手当の状況
区　分 亘　　　理　　　町 国

期末手当
勤勉手当

〈平成29年4月1日現在〉	 期末手当	 勤勉手当
６ 月期	 1.225月分	 0.85月分
12月期	  1.375月分	 0.85月分
　 計	 2.600月分	 1.7  月分
職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり

同じ内容

退職手当

〈平成29年4月1日現在〉	 自己都合 	 勧奨・定年
勤続20年	 20.445月分	25.55625月分
勤続25年	 29.145月分	 34.5825  月分
勤続35年	 41.325月分	 49.59      月分
最高限度額	 49.59  月分	 49.59      月分

同じ内容

扶養手当

①子		  10,000円
②子以外		  6,500円
※満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子
� １人につき　5,000円加算

同じ内容

住居手当

貸家・貸間
①月額23,000円以下� 家賃−12,000円
②月額23,000円を超える
　（家賃－23,000円）÷2＋11,000円（27,000円限度）

同じ内容

通勤手当 交通機関利用　月額55,000円まで全額支給
自動車等利用　２㎞〜60㎞以上　2,000円〜31,600円

同じ内容

※�退職手当は、県内の市町村などで組織する宮城県市町村職員退職手当組合
の退職手当条例により支給されます。

時 間 外
勤務手当

28年度
支 給 総 額 74,291千円

職員１人当たり支給年額 279千円

27年度
支 給 総 額 80,778千円

職員１人当たり支給年額 304千円

地域手当

28年度
支 給 総 額 741千円

職員１人当たり支給年額 247千円

27年度
支 給 総 額 1,145千円

職員１人当たり支給年額 287千円

⑼特別職の報酬などの状況
区　　　分 給　料　月　額 期　末　手　当

給　料
町 長 843,000円 （773,700円）	 6月期	 1.550月分

	 12月分	 1.700月分
	 計　	 3.250月分副 町 長 649,000円 （595,100円）

報　酬

議 長 323,000円
	 6月期	 1.550月分
	 12月分	 1.700月分
	 計　	 3.250月分

副 議 長 268,000円

議 員 256,000円

※（　）：経過措置額を含めた減額後の実支給額

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴勤務時間など
　・勤務時間　８：30〜17：15（７時間45分）
　　　　　　　※勤務時間は、勤務場所により異なる。
　・休憩時間　12：00～13：00
　・週休日　　土曜日および日曜日
　・休日　　　国民の祝日に関する法律に規定する休日
　　　　　　　年末年始（12月29日から１月３日まで）

⑵休暇制度など
　・年次有給休暇　20日	
　・病気休暇
　　　公務災害の場合　　必要と認められる期間
　　　結核性疾患の場合　１年以内の必要と認められる期間
　　　上記以外の場合　　90日以内の必要と認められる期間

　・特別休暇
種　類 内容・取得条件など 日　数

産 前 休 暇 出産予定の職員が申し出たとき ６週間
産 後 休 暇 職員が出産したとき ８週間
健 診 休 暇 妊娠または出産をして健診を受けるとき 必要期間
乳幼児休暇 乳幼児の健診または予防接種を受けるとき 必要期間

育 児 時 間 生後１年未満の子を養育する職員が、授乳などを
行うとき

1日1時間または
1日2回各30分

出 産 休 暇 妻の出産に伴い入退院に付き添うとき ２日以内

育児参加休暇 妻の産前産後期間中に、当該出産に係る子または小
学校就学前の子を養育するとき ５日以内

看 護 休 暇 小学校就学前の子の看護が必要なとき ５日以内
2人以上は10日以内

短期介護休暇 親族の介護や世話が必要なとき ５日以内
2人以上は10日以内

つわり休暇 つわりのため勤務することが著しく困難なとき 10日以内
生 理 休 暇 生理日において勤務することが著しく困難なとき ２日以内
結 婚 休 暇 結婚するとき ７日以内
公民権休暇 選挙権その他公民権を行使するとき 必要期間

出 頭 休 暇 証人、鑑定人、参考人などとして、国会、裁判所、地方議
会その他の官公署へ出頭するとき 必要期間

ドナー休暇 骨髄移植のための骨髄液の提供者として、検査、入
院などが必要なとき 必要期間

ボランティア休暇 自発的に、かつ、報酬を得ないで社会に貢献する活動を行うとき ５日以内
忌 引 休 暇 親族が死亡し葬儀、服喪のとき 配偶者10日など
夏 季 休 暇 夏季の諸行事、心身の健康維持や増進などを行うとき ３日以内

　・介護休暇
　　　�親族を介護するとき、３回を超えず通算して６月を超えない期間内で認

められる休暇
　・育児休業
　　　３歳未満の子を養育する職員に認められる休業

４　職員の服務の状況
⑴地方公務員法の規定により、次のような職務上の義務があります。
　・法令などおよび上司の職務上の命令に従う義務
　・信用失墜行為の禁止
　・秘密を守る義務
　・職務に専念する義務
　・政治的行為などの制限
　・争議行為などの禁止
　・営利企業などの従事制限

５　職員研修および勤務成績の評定の状況
⑴職員研修の状況（平成28年度）
　①宮城県市町村職員研修所研修

研　　　　　修　　　　　名 受講者数

階
層
別
研
修

新規採用職員研修 7人
一般職員研修Ⅰ（採用後３～７年） 9人
一般職員研修Ⅱ（採用後８～12年） 8人
監督者研修Ⅰ（新任係長級） 5人
監督者研修Ⅱ（係長昇任後５年程度） 7人
管理者研修Ⅰ（課長補佐級） 3人
管理者研修Ⅱ（新任課長級） 4人
管理者研修Ⅲ（現任課長級） 1人

実
務
研
修

ＯＡ研修 17人
新任税務職員研修 5人
公営企業担当職員研修 5人
クレーム対応研修 5人
再任用職員研修 3人
その他の専門研修 16人

　②宮城県市町村職員研修所以外の研修
　　・宮城県町村会　市町村職員新規採用職員研修	 7人
　　・宮城県総務部市町村課
　　　　自治体派遣職員情報交換・研修会	 10人

⑵勤務成績の評定の状況
　昇給・昇格時に勤務日数などについてのみ評定を実施
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も
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車
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っ
ぱ
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レ
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い
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す
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と
思
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フ
ォ
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ま
し
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泉
鳥
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地
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て
亘
理
町
を
訪
れ
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学
生
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ミ
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視
察
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た
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海
や
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復
旧
の
浜
吉
田
駅
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、様
々
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こ
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残
っ
て
い
ま
す
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田
市
の

職
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に
な
り
、派
遣
職
員
と
し
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必
ず
亘
理
に

行
く
と
決
意
し
て
か
ら
４
年
。今
年
の
４
月
に
、

２
度
目
の
亘
理
町
へ
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
半
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
新
し

い
携
帯
の
ア
ル
バ
ム
は
、
亘
理
で
の
写
真
で
埋

ま
っ
て
い
ま
す
。
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
初
夏
の
田
ん

ぼ
や
２
線
堤
か
ら
見
渡
す
荒
浜
の
広
い
空
は
、

私
の
第
２
の
原
風
景
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
４
年
後
の
亘
理
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。避
難
道
路
や
堤

防
は
概
ね
完
成
し
て
い
る
頃
で
し
ょ
う
か
。ま

だ
見
ぬ
４
年
後
の
景
色
が
少
し
で
も
美
し
く
あ

る
よ
う
、残
り
の
期
間
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

役
所
っ
ぽ
く
な
い

東
京
都
新
宿
区
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
吉

田
で
す
。
出
身
は
岩
手
県
で
、「
東
京
か
ら

派
遣
で
来
た
」
と
亘
理
の
方
に
お
伝
え
す
る

と
少
し
驚
か
れ
ま
す
が
、
生
ま
れ
も
育
ち
も

岩
手
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
み
な
さ
ん

の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
る
瞬
間
が
見
ら
れ
て
安
心

し
ま
す
。

亘
理
町
へ
の
派
遣
で
、
こ
う
し
て
地
元
の

東
北
に
戻
り
復
興
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
非

常
に
光
栄
な
こ
と
で
、
市
区
町
村
職
員
と
し

て
の
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

派
遣
前
は
新
宿
区
役
所
の
窓
口
業
務
を
担

当
し
、
当
時
の
上
司
が
「
役
所
っ
ぽ
く
な
い

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
住
民
応
対
を
心
掛
け
て

い
る
」
と
言
っ
て
い
た
の
が
今
で
も
心
に
響
い

て
い
ま
す
。
役
所
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
堅

い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ

を
払
拭
で
き
る
よ
う
、
良
い
意
味
で
「
役
所
っ

ぽ
く
な
い
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
親
切
丁

寧
な
応
対
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
亘
理
町
で

も
、
常
に
住
民
目
線
を
意
識
し
て
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
全
力
で
支
援
し
て
く
れ
て
い
る
派
遣
職
員
。

今
年
度
は
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
15
人
の
助
っ
人
が
力
を
貸
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

亘
理
で
活
躍
す
る
派
遣
職
員
vol.7

きらり
助っ人

生涯学習課 主事
吉田 昌大 さん

上下水道課 技師
中垣 遥 さん

平成29年４月から
東京都新宿区より派遣

平成29年4月から
愛知県豊田市より派遣

わ
た
り
の
会
社
ま
る
ご
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
�

マ
ル
ヤ
水
産
株
式
会
社

日
本
に
数
社
し
か
な
い
カ
ニ
缶
詰
製
造
元

希
少
な
タ
ラ
バ
ガ
ニ
缶
詰
や
北
海
道
産
の

紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
一
度
も
冷
凍
せ
ず
フ
レ
ッ

シ
ュ
製
法
で
加
工
し
た
缶
詰
等
が
東
京
の
老

舗
百
貨
店
様
に
評
価
さ
れ
、
20
年
以
上
通
販

に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
場
産
品

と
し
て
「
南
三
陸
産
銀
鮭
の
醤
油
煮
缶
詰
」

を
開
発
し
第
40
回
宮
城
県
水
産
加
工
品
品
評

会
で
水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

プ
ロ
品
質
の
タ
ラ
バ
ガ
ニ
、ズ
ワ
イ
ガ
ニ

東
北
、
関
東
か
ら
北
海
道
ま
で
の
料
亭
・

ホ
テ
ル
様
や
量
販
店
様
向
け
に
年
間
を
通
し

カ
ニ
を
供
給
。
料
理
人
の
包
丁
さ
ば
き
の
再

現
な
ど
、
高
品
質
な
加
工
を
担
う
の
が
、
長

年
携
わ
る
亘
理
町
の
方
々
で
す
。
責
任
と
誇

り
を
持
っ
て
美
味
し
い
蟹
を
供
給
し
ま
す
。

一
般
の
方
向
け
に
店
名
「
オ
ー
グ
ル
」
で

ネ
ッ
ト
通
販
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

年
末
は
工
場
直
売
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

近
隣
の
お
客
様
へ
の
感
謝
を
込
め
て
毎
年

12
月
28
～
30
日
に
工
場
直
売
「
蟹
ま
つ
り
」

を
開
催
。
大
特
価
タ
ラ
バ
ガ
ニ
、
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
や
掘
り
出
し
物
カ
ニ
缶
詰
を
求
め
、
多
く

の
お
客
様
に
来
場
頂
く
恒
例
行
事
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
時
以
外
も
事
務
所
で
一
部
販
売
可
能

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

住所：亘理町逢隈中泉字一里原141−1
電話：34−8358

創業1950年のカニ総合メーカー毎年多くの人で賑わう工場直売イベ
ント

マルヤ水産株式会社

東日本大震災で被災された方々へ
住宅再建・各種補助制度の
申請手続きはお済みですか？

対象者
①町内に住宅を建設・購入する場合
⑴�津波浸水区域内（災害危険区域を除く）に居住
（持家・借家）し、り災程度が大規模半壊以上か
半壊解体の方

⑵�町外の津波浸水区域内に居住し、り災程度が大規
模半壊以上の転入者（他の市町村で同様の補助を
受けていない方）

②町内の住宅(持家)を修繕する場合
津波浸水区域内（災害危険区域を除く）に居住し、
り災程度が半壊以上の方

申請期限　�平成32年６月30日まで
○事業完了後に実績報告（平成32年12月28日期限）が必
要になります。詳細については福祉課へ問い合わせく
ださい。
○災害公営住宅に入居すると住宅再建完了となるため、
災害公営住宅を退去した後に「津波被災住宅再建支援
等事業補助金」の住宅再建の利子補給や実費補助を受
けることはできません。

補助額　※利子補助（年金利上限2.0％）または実費補助

区　　分 対 象 者 り災程度 建設・購入費、修繕費 移転費用
（上限）利子補助（上限） 実費補助（上限）

住宅の建設・購入
持家の方 大規模半壊以上

半壊解体※1
住宅分：457万円

200万円 80万２千円土地分：206万円
造成分：59万７千円

借家の方 大規模半壊以上
半壊解体※1 ― 100万円 80万２千円

転入者 大規模半壊以上 ―
住宅の修繕 持家の方 大規模半壊以上 150万円 100万円 80万２千円半壊  50万円  50万円
※1　半壊解体の場合、解体期限は平成30年4月10日までとなります。

問　福祉課 被災者支援班（☎34−0548）

津波被災住宅再建
支援等事業補助金

津波被害を受けた地域住民の定着促進のために、
津波被害を受けた方が住宅再建や住宅修繕する場
合に、費用の一部を補助する制度で、事前申請が
必要になります。

津波浸水区域（災害危険区域を除く）で、鉄筋コ
ンクリ－ト構造などの住宅や宅地の地盤または基礎
のかさ上げなどの津波対策住宅を建設する方へ一部
助成する制度です。

対象者
助成対象区域内で建築基準法を遵守した津波対策

住宅を建設する方
※�区域によって、助成対象の基準が異なりますので、
工事着手前に相談ください。

助成金額
上限100万円として①、②の合算額を助成
①建築物の構造による対策費用
②敷地のかさ上げによる対策費用

申請期限　平成32年度末まで

震災により、被災住宅が全壊するなど、生活基盤に
著しい被害を受けた世帯に支援金が支給されます。

支給額
①基礎支援金（住宅の被害程度）
全壊：100万円
大規模半壊：50万円
解体※2：100万円
※2　�住宅が「大規模半壊」または「半壊」のり災証明を受け、

あるいは敷地被害によりやむを得ず解体した場合。
②加算支援金（住宅の再建方法）
建設・購入：200万円
補修：100万円
賃借（公営住宅除く）：50万円

申請期間　�平成30年４月10日まで
○この制度は被災時に居住していた自治体が窓口とな
ります。
○単身世帯の場合は、各該当金額の3／4の額となります。

津波対策住宅工事
助成金

被災者生活
再建支援金
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その他の話題や大会結果はニュース＆ニュースWeb 版をご覧ください。
ホームページ　http://www.town.watari.miyagi.jp ニュース ＆ ニュース
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（写真上）小学生をまじえて枡取り舞を披露
（写真下）塗り絵を楽しむ子どもたち

11
月
３
日
（
文
化

の
日
）
に
悠
里
館
で
、

図
書
館
ま
つ
り
と
郷

土
資
料
館
オ
ー
プ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

視
聴
覚
ホ
ー
ル
で

は
図
書
館
ま
つ
り
恒

例
の
「
本
の
リ
サ
イ
ク

ル
市
」
が
行
わ
れ
、
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
寄
贈
本

や
除
籍
本
を
選
ぶ
来
場
者
で
会
場
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
は
、
町
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
の
牛
袋
法
印
神
楽
と
亘
理
枡
取
り
舞
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
吉
田
小
学
校
の
３
年
生
児
童

２
人
も
枡
取
り
舞
に
参
加
し
、
法
被
に
た
す
き
掛
け
の

姿
で
枡
を
抱
え
な
が
ら
、
五
穀
豊
穣
の
願
い
を
込
め
た

歌
を
歌
い
、
ス
テ
ー
ジ
を
所
狭
し
と
踊
り
ま
し
た
。

会
議
室
で
は
、
各
地
で
鉄
道
イ
ラ
ス
ト
を
手
が
け
る

「
描
き
鉄
集
団
ロ
コ
」
の
メ
ン
バ
ー
の
個
性
溢
れ
る
作
品

の
展
示
や
、
書
き
下
ろ
し
の
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
た
、
子
ど

も
た
ち
向
け
の
塗
り
絵
コ
ー

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

塗
り
絵
を
し
た
亘
理
小
学

校
２
年
の
門
脇
あ
づ
さ
さ
ん

は
「
い
ろ
い
ろ
な
絵
が
描
か

れ
た
塗
り
絵
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
。」
と
嬉
し
そ
う
に
話

し
ま
し
た
。

館
内
賑
わ
う
秋
の
お
ま
つ
り

図
書
館
と
郷
土
資
料
館
で
イ
ベ
ン
ト

収穫した春菊を包装する明成高校の生徒たち 絵描き歌で描いた絵を見せ合う子どもたち

10
月
29
日
、「
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
」
シ
リ
ー
ズ
で
お
な
じ
み
の
人
気
絵
本
作
家 

真
珠

ま
り
こ
先
生
が
亘
理
町
を
訪
れ
、
も
っ
た
い
ば
あ
さ
ん
の
お
は
な
し
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
お
な
は
し
会
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
笑
顔
を
届
け
る
た
め
に
震
災
後
に
亘
理
町
を
訪

れ
た
真
珠
先
生
が
、
当
時
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
、

感
謝
と
再
会
を
望
ん
だ
手
紙
を
受
け
取
り
、
そ
れ
に
応
え
る

か
た
ち
で
実
現
に
至
り
ま
し
た
。

お
は
な
し
会
に
参
加
し
た
２
０
０
人
近
く
の
子
ど
も
た
ち

は
、「
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
」
の
絵
描
き
歌
や
音
頭
が

始
ま
る
と
、声
を
出
し
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

会
の
最
後
に
は
、
参
加
者
が
持
参
し
た
絵
本
に
真
珠
先
生

か
ら
イ
ラ
ス
ト
付
き
の
サ
イ
ン
が
描
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

大
事
そ
う
に
抱
え
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
吉
田
保
育
所
に
通
う
鈴
木
千
尋
さ
ん
は
「
い
つ

も
読
ん
で
い
る
大
好
き
な
絵
本
に
絵
を
描
い
て
も
ら
え
て
嬉

し
い
。」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

11
月
7
日
、
仙
台
市
内
に
あ
る
明
成
高
校
調
理
科
の
生
徒
10
人
が
逢
隈
団
地
の
春
菊
農
家

を
訪
れ
、
春
菊
の
収
穫
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
一
の
生
産
量
を
ほ
こ
る
亘
理
町
産
の
春
菊
を
使
い
、
春
菊
が
苦
手
な
人
で
も

食
べ
ら
れ
る
レ
シ
ピ
を
高
校
生
に
開
発
し
て
も
ら
お
う
と
、
全
農
み
や
ぎ
と
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理

逢
隈
支
所
野
菜
部
会
が
共
同
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ハ
ウ
ス
に
着
い
た
生
徒
た
ち
は
、
生
産
者
か
ら
収
穫
作
業

の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
た
後
に
、
自
分
た
ち
が
苗
を
定
植
し

育
っ
た
春
菊
を
丁
寧
に
摘
み
取
り
、
出
荷
規
格
に
添
っ
た
包

装
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

収
穫
を
体
験
し
た
明
成
高
校
１
年
の
中
村
朱
菜
さ
ん
は

「
種
か
ら
立
派
に
成
長
し
た
春
菊
を
目
に
し
て
安
心
し
ま
し

た
。
私
た
ち
が
体
験
し
た
作
業
を
、
日
々
労
を
惜
し
ま
ず
手

を
か
け
て
行
っ
て
い
る
生
産
者
の
み
な
さ
ん
の
姿
に
驚
き
ま

し
た
。」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
が
考
え
た
レ
シ
ピ
は
、
12
月
18
日
に
明
成
高
校

で
開
か
れ
る
発
表
会
で
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す
。

手
塩
に
か
け
た
作
物
に
ふ
れ
て　
高
校
生
が
春
菊
の
収
穫
体
験

も
っ
た
い
な
い
こ
と
し
て
な
い
か
い
？　
絵
本
作
家
の
お
は
な
し
会

講師の説明を聞きながらサケをさばく生徒たち 展示された写真に目を凝らす来場者

輝
く
魅
力
は
十
人
十
色　
亘
理
町
文
化
祭

11
月
４
日
、５
日
の
両
日
、中
央
公
民
館
で
第
49
回
亘
理
町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
亘
理
町
芸
術
文
化
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
や
一
般
の
出
展
者
に
よ
る
、

文
芸
・
美
術
作
品
な
ど
が
並
び
、
多
く
の
来
場
者
が
足
を
止
め
て
は
、
作
品
に
込
め
た
思
い

や
完
成
す
る
ま
で
の
過
程
を
尋
ね
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
始
め
に
荒
浜
小
学
校
の
児
童
に
よ

る
太
鼓
演
奏
で
幕
が
開
き
、
続
い
て
公
民
館
な
ど
で
活
動
し

て
い
る
団
体
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
た
ほ
か
、
長
瀞
小

学
校
の
児
童
が
、
軽
快
な
笛
の
音
と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
す
ず

め
踊
り
を
披
露
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

仲
間
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
応
援
で
会
場
を
訪
れ
た
、
仙
台

市
在
住
の
奥
山
誠
一
さ
ん
は
「
各
分
野
の
個
性
あ
る
作
品
が

並
ん
で
い
て
見
応
え
が
あ
る
。
毎
年
、
足
を
運
ぶ
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。」
と
話
し
ま
し
た
。

伝
承
の
は
ら
こ
め
し　
亘
理
高
校
で
は
ら
こ
め
し
講
習
会

11
月
８
日
に
、
亘
理
高
校
で
は
ら
こ
め
し
の
調
理
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

亘
理
町
の
郷
土
料
理
で
あ
る
は
ら
こ
め
し
に
愛
着
を
持
っ
て
、
自
ら
も
作
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
家
政
科
の
２
年
生
を
対
象
に
、
毎
年
授
業
で
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
で
す
。

始
め
に
手
本
と
し
て
、
講
師
で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
の
会
員
が
、
重
さ
が
５
㎏
を
超
え
る
雌
の
サ
ケ
を
出

刃
包
丁
で
豪
快
に
手
際
よ
く
捌
い
て
見
せ
る
と
、
生
徒
た
ち

は
随
所
で
驚
き
の
声
を
上
げ
な
が
ら
も
、
真
剣
な
眼
差
し
を

そ
の
手
元
に
向
け
ま
し
た
。

続
い
て
サ
ケ
の
解
体
に
挑
戦
す
る
た
め
調
理
台
の
前
に

立
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
初
め
て
の
作
業
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、

器
用
に
手
を
動
か
し
て
い
く
ら
を
取
り
出
し
、
そ
の
後
三
枚

に
お
ろ
し
ま
し
た
。

（写真上）空気砲で盛り上がる参加者
（写真下）身近にあるものを使って科学を体験

遊
び
で
学
ぶ
科
学
の
原
理

空
気
を
テ
ー
マ
に
科
学
フ
ェ
ス

実
験
を
と
お
し
て
科
学
の

楽
し
さ
を
学
べ
る
「
サ
イ
エ

ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

亘
理
町
２
０
１
７
」
が
、
10

月
29
日
に
亘
理
町
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
科
学
教
育

を
通
し
た
被
災
地
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ガ
リ
レ
オ
工
房
」
と
、「
亘
理
町
子
ど
も
会
育
成
連

合
会
」が
共
催
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、今
年
は「
空

気
」
を
共
通
テ
ー
マ
に
、
数
々
の
実
験
コ
ー
ナ
ー
が
並

び
ま
し
た
。

体
験
型
の
ブ
ー
ス
で
は
、
空
気
砲
の
コ
ー
ナ
ー
が
特

に
人
気
で
、
大
き
な
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
箱
か
ら

ド
ー
ナ
ツ
形
の
煙
が
打
ち
出
さ
れ
る
た
び
に
大
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
科
学
に
関
す
る
本
を
読
み
聞
か
せ
な
が
ら
原

理
を
解
説
す
る
「
理
科
読
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ド
ー
ム

球
場
が
空
気
で
膨
ら
ん
で
い
る
原
理
を
体
験
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
新
聞
紙
を
張
り
合
わ
せ
、
う
ち
わ
で
空
気

を
送
り
込
み
、
子
供
た
ち
が
中
で
遊
べ
る
大
き
さ
の

ド
ー
ム
型
に
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

絵
本
も
空
気
に
関
係
す
る
内
容
で
、
体
験
し
た
子
ど

も
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
た

り
、
図
書
館
で
借
り
た
い
と
話
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

ガ
リ
レ
オ
工
房
の
滝
川
洋
二
理

事
長
は
「
遊
び
な
ど
か
ら
科
学
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ

し
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。
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▲【10月１日】
　荒浜地区交流センター前を走るマラソン
の参加者たち

▲【７月29日】
　スポーツをとおして絆を深める参加者たち

１
月
８
日	

亘
理
町
成
人
式
３
６
５
人
（
男
１
８
３

人
・
女
１
８
２
人
）
が
新
成
人
の
門
出

　
　
19
日	

愛
知
県
岡
崎
市
と
「
災
害
時
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結

　
　
22
日	

第
27
回
え
ん
こ
ろ
節
全
国
大
会
３
部
門
に

１
６
６
人
が
出
場

２
月
７
日	
み
や
ぎ
亘
理
農
業
協
同
組
合
と
「
高
齢
者

地
域
見
守
り
の
取
組
み
に
関
す
る
協
力
協

定
」
を
締
結

　
　
11
日	

亘
理
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文
化
賞
顕
彰
式

　
　
22
日	

亘
理
郵
便
局
と
「
災
害
発
生
時
の
対
応
と

平
常
時
に
お
け
る
高
齢
者
等
見
守
り
活
動

の
相
互
協
力
及
び
道
路
損
傷
等
発
見
時
の

対
応
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

	

宮
城
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
・
仙
南
第
三
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
協
議
会
と
「
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
等
供
給
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結

　
　
25
日	

山
本
幸
三
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方

創
生
担
当
）
が
亘
理
町
の
地
方
創
生
の
取

組
み
状
況
を
視
察

３
月
４
日	

石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
が
亘
理
町
の
復

興
状
況
を
視
察

　
　
５
日	

１
，１
４
１
人
で
い
ち
ご
狩
り　

ギ
ネ
ス

世
界
記
録
達
成

　
　
11
日	

東
日
本
大
震
災
６
周
年
亘
理
町
合
同
追
悼

式
（
中
央
公
民
館
）

	

震
災
体
験
教
材
「
未
来
に
ワ
タ
リ
」
作
成

町
内
小
中
学
校
に
配
布

８
月
１
日	

ラ
ジ
オ
体
操
会 

全
町
で
実
施

　
　
15
日	

２
０
１
７
年
わ
た
り
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

	

２
０
１
７
ｇ
ｒ
ｏ
ｏ
ｖ
ｙ 

ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ

＆
ｂ
ｏ
ｙ
ｓ 

決
定

　
　
19
日	

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
開
催

　
　
23
日	

愛
知
県
岡
崎
市
立
竜
南
中
学
校
の
生
徒
が

来
町
（
24
日
ま
で
）
職
業
体
験
お
よ
び
荒

浜
中
と
交
流
事
業

　
　
29
日	

北
朝
鮮
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ
り
初

の
「
国
民
保
護
に
関
す
る
情
報
」
が
発
表

９
月
14
日	

秋
保
温
泉
ホ
テ
ル
佐
勘
の
運
営
で
わ
た
り

温
泉
鳥
の
海
レ
ス
ト
ラ
ン
が
プ
レ
オ
ー
プ

ン
（
12
月
10
日
ま
で
）

　
　
16
日	

亘
理
町
敬
老
式
典（
亘
理
小
学
校
体
育
館
）

数
え
年
78
歳
と
88
歳
お
よ
び
99
歳
以
上
５

８
５
人
を
招
待

	

仙
台
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
２
０
１
７

会
場
（
仙
台
市
錦
町
公
園
）
に
て
亘
理
町

ブ
ー
ス
を
展
開　
「
は
ら
こ
め
し
」
の
Ｐ

Ｒ
を
実
施
（
24
日
ま
で
）

　
　
27
日	

山
形
県
大
江
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員

と
亘
理
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
が

交
流

　
　
30
日	

東
北
・
み
や
ぎ
復
興
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
７

開
催
（
名
取
・
岩
沼
・
亘
理
の
沿
岸
部

コ
ー
ス
を
快
走
10
月
１
日
ま
で
）

10
月
１
日	

高
屋
小
学
校
を
小
規
模
特
認
校
に
指
定

　
　
６
日	

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
で
ラ
ジ
オ
番
組
「
Ａ

Ｉ
Ｒ 

Ｊ
Ａ
Ｍ 

Ｆ
ｒ
ｉ
ｄ
ａ
ｙ 

in 

わ
た

り　
は
ら
こ
め
し
ス
ペ
シ
ャ
ル
！
」
公
開

生
放
送

３
月
12
日	

伊
達
な
わ
た
り
ま
る
ご
と
フ
ェ
ア

　
　
21
日	

宮
城
県
南
４
市
９
町
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

宣
言
・
協
定
締
結

　
　
27
日	

亘
理
町
周
遊
ナ
ビ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ぶ

ら
っ
と
わ
た
り
」
オ
ー
プ
ン

４
月
１
日	

役
場
で
機
構
改
革
実
施

	

防
災
広
場
が
完
成
（
お
お
く
ま
地
区
防
災

広
場
・
よ
し
だ
地
区
防
災
広
場
）

	

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
設
置

　
　
４
日	

亘
理
町
教
職
員
転
入
・
新
任
者
服
務
宣
誓

式

　
　
８
日	

荒
浜
地
区
鳥
の
海
湾
内
の
蛭
塚
で
保
安
林

の
植
樹

　
　
20
日	

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
視
察
団
が
亘
理
町
の
復
興
状

況
を
視
察

５
月
１
日	

わ
た
り
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（
年
間
活

動
計
画
を
検
討
）

　
　
27
日	

吉
野
復
興
大
臣
が
亘
理
町
の
復
興
状
況
を

視
察

６
月
５
日	

児
童
の
学
び
舎
確
保
へ
「
放
課
後
楽
校
in

わ
た
り
」
開
校

　
　
７
日	

町
内
を
ひ
ま
わ
り
で
満
た
す
「
わ
た
り
サ

ン
フ
ラ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動
（
小

中
高
校
生
が
連
携
し
て
実
施
）

　
　
11
日	

亘
理
町
総
合
防
災
訓
練
実
施

　
　
24
日	

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
町
民
の
つ
ど

い
開
催
（
本
間
秋
彦
さ
ん
＆
名
護
ひ
と
美

さ
ん
が
講
演
）

　
　
27
日	

わ
た
り
未
来
づ
く
り
発
表
会

７
月
17
日	

常
磐
自
動
車
道
4
車
線
化
工
事
着
工
式

（
岩
沼
Ｉ
Ｃ
︱

山
元
Ｉ
Ｃ
間
）

　
　
29
日	

伊
達
開
拓
「
ふ
る
さ
と
従い

～
と
こ

兄
弟
」
ス
ポ
ー

ツ
祭
開
催

10
月
７
日	

荒
浜
漁
港
水
産
ま
つ
り

	

（
公
財
）
イ
オ
ン
環
境
財
団
と
吉
田
東
部

地
区
沿
岸
部
に
防
潮
林
の
苗
木
を
植
樹

　
　
８
日	

「
は
ら
こ
め
し
の
日
」
に
親
子
は
ら
こ
め

し
調
理
教
室
開
催

　
　
17
日	

亘
理
中
央
地
区
工
業
団
地
に
コ
ス
メ
テ 

ィ
ッ
ク
・
ア
イ
ー
ダ
宮
城
本
工
場
が
完
成

　
　
18
日	

臨
時
町
民
号
出
発

	

友
好
都
市
の
絆
を
深
め
る
た
め
大
分
県
日

出
町
周
辺
を
周
遊
（
20
日
ま
で
）

　
　
20
日	

鳥
の
海
番
屋
竣
工
式

　
　
22
日	

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
宮
城

県
知
事
選
挙

　
　
23
日	

台
風
21
号
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
町
内
各
所

で
道
路
な
ど
の
冠
水
被
害

　
　
28
日	

転
入
者
限
定
は
ら
こ
め
し
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
開
催

　
　
29
日	

サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
亘
理

町
２
０
１
７
（
空
気
を
テ
ー
マ
に
開
催
）

11
月
１
日	

皇
太
子
同
妃
両
殿
下
が
浜
吉
田
い
ち
ご
団

地
を
御
視
察

　
　
２
日	

亘
理
町
町
政
功
労
者
・
教
育
功
績
者
表
彰

式

　
　
４
日	

亘
理
町
文
化
祭
開
催
（
５
日
ま
で
）

　
　
12
日	

わ
た
り
復
興
マ
ラ
ソ
ン
（
亘
理
浜
吉
田

ロ
ー
ド
コ
ー
ス
）
１
，８
５
１
人
が
力
走

▲【３月11日】
　震災体験教材「未来にワタリ」

▲【３月５日】
　1,141人によるいちご狩りでギネス世界
記録達成

▲【７月17日】
　工事の安全を祈願して鍬入れ

▲【11月１日】
　皇太子同妃両殿下が浜吉田いちご団地を
御視察

▲【８月15日】
　2017groovy girls & boysもお披露目

▲【10月17日】
　地域経済の牽引役となるコスメティッ
ク・アイーダ宮城本工場が完成

亘
理
町こ

の
一
年
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第
70
回
宮
城
県
民
体
育
大
会
空
手
道

競
技
会

（
10
月
1
日
加
美
町
中
新
田
体
育
館
）

▼
小
学
生
女
子
6
年
の
部（
形
）

３
位　
鈴
木　
希
良
梨（
長
瀞
小
）

▼
小
学
生
男
子
4
年
の
部（
組
手
）

優
勝　
鈴
木　
希
琉（
長
瀞
小
）

第
17
回
全
日

本
剛
柔
流
空

手
道
選
手
権

大
会

（
10
月
22
日
仙

台
市
宮
城
野
体

育
館
）

▼
小
学
生
男
子
1
年
の
部（
組
手
）

優
勝　
小
野　
陽
翔

▼
小
学
生
男
子
2
年
の
部（
組
手
）

優
勝　
田
村　
桜
ノ
助

3
位　
齊
藤　
颯

▼
小
学
生
女
子
1・2
年
の
部（
組
手
）

3
位　
鈴
木　
梨
央

▼
小
学
生
男
子
5
年
の
部（
組
手
）

準
優
勝　
亀
谷　
和
来

▼
男
子
一
般
有
級・重
量
級
の
部（
組
手
）

3
位　
小
野　
拓
真

▼
男
子
シ
ニ
ア
の
部（
組
手
）

優　
勝　
前
田　
祐
二

準
優
勝　
加
藤　
秀
樹

▼
中
学
生
女
子
の
部（
形
）

3
位　
亀
谷　
桜
里

3
位　
前
川　
り
ほ
な

▼
高
校
生・一
般
女
子
の
部（
形
）

3
位　
相
原　
夏
巳

２
位　
み
つ
ば
ク
ラ
ブ

３
位　
オ
リ
ー
ブ

４
位　
Ｍ
Ｊ
Ｃ

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
10
月
30
日
佐
藤
記
念
体
育
館
）

▼
男
子
１
部
ダ
ブ
ル
ス

１
位　
髙
野
宏
樹・嶋
田
雅
人（
協
会
）

２
位　
嶋
田
紘
二・高
橋
秀
和（
協
会
）

３
位　
阿
部
雄
大・斎
藤　
輝（
亘
理
）

▼
男
子
２
部
ダ
ブ
ル
ス

１
位　
本
間　
朝・鈴
木
晃
太（
荒
中
）

２
位　

�

浅
野
敦
子・
嶋
田
志
津
子（
協

会・女
子
1
部
）

３
位　
松
本
武
男・菊
池
崇
志（
協
会
）

▼
女
子
２
部
Ａ
ダ
ブ
ル
ス

１
位　
山
本
凪
彩・寺
島
菜
摘（
亘
理
中
）

２
位　
遠
藤
佳
奈
恵・多
田
知
世（
協
会
）

３
位　
笠
原
愛
梨・佐
藤
ま
こ（
亘
理
中
）

▼
小
学
生
の
部
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　
森
菜
々
美（
荒
浜
バ
ド
）

２
位　
鈴
木
愛
香（
荒
浜
バ
ド
）

３
位　
木
村
心
咲（
荒
浜
バ
ド
）

第
35
回
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空

手
道
交
流
大
会

（
9
月
10
日
名
取
市
総
合
体
育
館
）

▼
小
学
生
女
子
4
年
の
部（
形
）

準
優
勝　
星　
知
慧（
長
瀞
小
）

▼
小
学
生
女
子
6
年
の
部（
形
）

準
優
勝　
鈴
木　
希
良
梨（
長
瀞
小
）

▼
小
学
生
男
子
4
年
の
部（
組
手
）

3
位　
鈴
木　
希
琉（
長
瀞
小
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る「
情
報
連
携
」お
よ
び

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」の
本
格
運
用
が
開
始

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
て
行
政
機
関
の

間
で
情
報
を
や
り
と
り
す
る
「
情
報
連
携
」

お
よ
び
個
人
ご
と
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
の
本
格
運
用
が
、
11
月
13

日
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る
「
情
報
連

携
」
と
は
、
異
な
る
行
政
機
関
等
の
間
で
専

用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
個

人
情
報
の
や
り
取
り
を
行
う
こ
と
で
、
情
報

連
携
に
よ
り
、
各
種
手
続
の
際
に
み
な
さ
ん

が
行
政
機
関
な
ど
に
提
出
す
る
書
類
（
住
民

票
の
写
し
、
課
税
証
明
書
な
ど
）
を
省
略
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

11
月
13
日
時
点
で
、
情
報
連
携
が
可
能
な

事
務
手
続
の
一
覧
お
よ
び
省
略
可
能
な
書
類

に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０
︱

９
５
︱

０マ

１イ

７ナ
ン

８バ
ー

平
日　
９
：
30
～
20
：
00

土
・
日
・
祝
日　
９
：
30
～
17
：
30

　
　
　
　
　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

※�

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
通
話
料
金
が
か
か
り

ま
す
。

問　
企
画
財
政
課 

企
画
班

☎（
３
４
）０
５
０
５

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
と
行
い
た

い
方
同
士
を
つ
な
ぎ
、
育
児
の
援
助
を

行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
の
地
域
交
流
会
が
、
10

月
31
日
に
吉
田
西
児
童
館
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
と
地
域
の
方
が

交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

の
あ
る
「
3
Ｂ
体
操
」
を
実
施
し
、
参
加

者
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
元
気
に
体
を

動
か
し
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
会
員
が
お
さ
が
り
の
子

ど
も
服
や
お
も
ち
ゃ
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど

を
持
ち
寄
り
、
参
加
者
に
無
料
で
提
供
し

ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
か
ら
は
「
子
ど
も
の
成

長
は
早
い
た
め
、
お
さ
が
り
の
服
な
ど
を

も
ら
え
る
の
は
助
か
り
ま
す
。
お
も
ち
ゃ

や
本
を
も
ら
っ
て
子
ど
も
も
喜
ん
で
い
ま

し
た
。」
と
声
が
上
が
り
、
参
加
者
同
士

が
育
児
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
合
い
ま
し
た
。

10
月
27
日
に
亘
理
駅
前
で
、
全
町
一
斉

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
通
学
路
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
な
ど
の
活
動
を
し
な
が
ら

町
民
と
関
わ
り
、
町
づ
く
り
の
た
め
に
自

分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
成
し

遂
げ
る
気
持
ち
を
育
て
る
た
め
に
実
施
し

て
い
る
活
動
で
、
当
日
は
、
町
内
の
小
・

中
・
高
校
全
11
校
の
児
童
生
徒
の
代
表
が

一
堂
に
会
し
、
利
用
者
に
む
け
て
元
気
に

あ
い
さ
つ
し
な
が
ら
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

駅
の
利
用
客
に
向
け
あ
い
さ
つ
の
声
掛

け
を
し
た
高
屋
小
６
年
の
小
野
穂
乃
香
さ

ん
は
「
最
初
は
緊
張
し
た
け
ど
、
も
っ
と

あ
い
さ
つ
が
盛
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
で
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
で
町
を
明
る
く

フ
ァ
ミ
サ
ポ
地
域
交
流
会

亘理駅前で啓発活動する児童生徒たち

おさがりの子ども服やおもちゃが参加者
へ提供されました

5キロ男子の部でスタートを切るランナーたち

「情報連携」により税や社会保障に関する一部の手続きで添付書類が省略されます

わ
た
り
復
興
マ
ラ
ソ
ン
大
会

震
災
後
６
回
目
と
な
る「
わ
た
り
復
興

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
11
月
12
日
に
開
催
さ

れ
、青
空
の
下
１
，８
５
１
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
亘
理
浜
吉
田
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

大
会
結
果（
第
１
位
の
み
）

１・５
キ
ロ
親
子
ペ
ア

東
海
林　
信
之・拓
実（
５
分
32
秒
）

２
キ
ロ
小
学
生
男
子

立
谷　
琉
偉（
６
分
54
秒
）

２
キ
ロ
小
学
生
女
子

銭
谷　
和
花（
７
分
10
秒
）

３
キ
ロ
中
学
生
男
子

森　
尚
之（
9
分
51
秒
）

３
キ
ロ
中
学
生
女
子

鶉
橋　
麻
鈴（
10
分
27
秒
）

５
キ
ロ
男
子
Ａ

須
釜　
泰
弘（
17
分
24
秒
）

５
キ
ロ
男
子
Ｂ

小
野
寺　
正
雄（
16
分
08
秒
）

５
キ
ロ
女
子
Ａ

佐
藤　
絵
理
奈（
19
分
12
秒
）

５
キ
ロ
女
子
Ｂ

五
十
嵐　
桂
子（
18
分
15
秒
）

10
キ
ロ
男
子
Ａ

遠
藤　
龍
希（
33
分
32
秒
）

10
キ
ロ
男
子
Ｂ

日
向　
貴
憲（
33
分
51
秒
）

10
キ
ロ
男
子
Ｃ

村
上　
哲
也（
34
分
38
秒
）

10
キ
ロ
男
子
Ｄ

安
島　
雄
二（
35
分
30
秒
）

10
キ
ロ
男
子
Ｅ

山
崎　
進（
40
分
05
秒
）

10
キ
ロ
女
子
Ａ

大
津　
静
香（
39
分
23
秒
）

10
キ
ロ
女
子
Ｂ

大
久
保　
好
美（
40
分
24
秒
）

第
１
回
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
10
月
31
日
相
馬
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

▼
男
子
の
部

１
位　
橋
本　
幸
三

２
位　
小
野　
勝
見

３
位　
森　
雄

▼
女
子
の
部

１
位　
齋
藤　
晴
美

２
位　
井
戸
川　
繁
子

３
位　
藤
嶋　
や
す
子

9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
11
月
5
日
亘
理
中
学
校
体
育
館
）

１
位　
亘
理
愛
好
会

大
会
結
果
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不ふ

当と
う

な
差さ

別べ
つ

的て
き

取と
り
あ
つ
か扱
い
と
は

障し
ょ
うが
い
の
あ
る
方か

た

に
対た

い

し
て
、
正せ

い

当と
う

な
理り

由ゆ
う

が
な
く
、
障し

ょ
う
が
い
を
理り

由ゆ
う

と
し

た
サ
ー
ビ
ス
提て

い
き
ょ
う供
の
拒き

ょ

否ひ

や
、
場ば

所し
ょ

や

時じ

間か
ん

帯た
い

の
制せ

い

限げ
ん

、
障し

ょ
う
が
い
の
な
い
方か

た

に

は
付つ

け
な
い
条じ

ょ
う
け
ん件
を
付つ

け
る
こ
と
な
ど

を
指さ

し
、
こ
れ
ら
の
行こ

う

為い

は
法ほ

う

律り
つ

で
禁き

ん

止し

さ
れ
て
い
ま
す
。

合ご
う

理り

的て
き

配は
い

慮り
ょ

と
は

障し
ょ
うが
い
の
あ
る
方か

た

か
ら
、
社し

ゃ

会か
い

の
中な

か

に
あ
る
バ
リ
ア
を
取と

り
除の

ぞ

く
た
め
に
対た

い

応お
う

を
必ひ

つ

要よ
う

と
し
て
い
る
と
の
意い

思し

が
伝つ

た

え
ら
れ
た
と
き
に
、
負ふ

担た
ん

に
な
ら
な
い

範は
ん

囲い

で
対た

い

応お
う

す
る
こ
と
。

問　
福ふ
く
祉し

課か 

社し
ゃ
会か

い
福ふ

く
祉し

班は
ん

☎（
３
４
）１
１
１
４

障し
ょ
うが
い
者
の
福ふ

く

祉し

に
つ
い
て
考か

ん
が

え
よ
う

町ま
ち

で
も
「
障し

ょ
う
が
い害
を
理り

由ゆ
う

と
す
る
差さ

別べ
つ

の
解か

い
し
ょ
う消
の
推す

い

進し
ん

に
関か

ん

す
る
法ほ

う

律り
つ

」
お
よ

び
「
障し

ょ
う
が
い
し
ゃ

害
者
差さ

別べ
つ

解か
い
し
ょ
う消
の
推す

い
し
ん進
に
関か

ん

す

る
基き

本ほ
ん

方ほ
う
し
ん針
」
に
基も

と

づ
き
、
平へ

い
せ
い成

29
年ね

ん

４
月が

つ

に
「
亘わ

た
り
ち
ょ
う

理
町
障し

ょ
う
が
い
し
ゃ

害
者
差さ

別べ
つ

解か
い
し
ょ
う消
の

推す
い
し
ん進
に
関か

ん

す
る
職し

ょ
く
い
ん員
対た

い
お
う応
要よ

う
り
ょ
う領
」
を
定さ

だ

め
、
職し

ょ
く
い
ん員

一ひ
と
り人

ひ
と
り
が
、
障し

ょ
う

が
い
の

あ
る
方か

た

に
対た

い

し
、「
不ふ

当と
う

な
差さ

別べ
つ

的て
き

取と
り

扱あ
つ
かい
」
や
「
合ご

う

理り

的て
き

配は
い
り
ょ慮
」
に
適て

き

切せ
つ

に

対た
い

応お
う

で
き
る
よ
う
全ぜ

ん
し
ょ
く
い
ん

職
員
を
対た

い
し
ょ
う象
に

研け
ん
し
ゅ
う修
会か

い

を
実じ

っ

施し

し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
勤き

ん

務む

先さ
き

な
ど
で
講こ

う
し
ゅ
う習
や

研け
ん
し
ゅ
う修
会か

い

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
進す

す

ん
で
参さ

ん

加か

し
、
障し

ょ
う
が
い
者し

ゃ

の
福ふ

く

祉し

に
つ
い
て
の

理り

解か
い

を
深ふ

か

め
、
み
ん
な
が
暮く

ら
し
や
す

い
社し

ゃ

会か
い

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
障し

ょ
う
が
い
し
ゃ

害
者
週し

ゅ
う
か
ん間
」
は
、
国こ

く
み
ん民
の
間あ

い
だ
に
広ひ

ろ

く
障し

ょ
う
が
い
者
の
福ふ

く

祉し

に
つ
い
て
の
関か

ん

心し
ん

と
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
る
と
と
も
に
、
障し

ょ
う
が
い
者し

ゃ

が
あ
ら
ゆ
る
分ぶ

ん

野や

に
積せ

っ
き
ょ
く
て
き

極
的
に
参さ

ん

加か

す
る
意い

欲よ
く

を
高た

か

め
る
こ
と
を
目も

く
て
き的
と
し
て
い
ま
す
。

に
も
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。」
と

話
し
ま
し
た
。

10
月
は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
普
及
啓
発
促

進
月
間
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
10
月
27
日

の
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
、
亘
理
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
72
人
が
参
加

し
、
中
央
公
民
館
周
辺
の
草
取
り
や
側
溝

清
掃
、
国
道
、
町
道
の
ご
み
拾
い
な
ど
の

奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
会
員
の

登
録
を
し
て
い
な
い
60
歳
以
上
の
方
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
や

知
識
を
活
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
興

味
の
あ
る
方
は
、

是
非
入
会
説
明
会

へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
31
頁
参
照
）

租
税
教
育
の
一
層
の
推
進
の
た
め
、
町

内
の
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
租
税
教
育
の

推
進
お
よ
び
租
税
教
育
推
進
の
た
め
の
基

盤
整
備
な
ど
に
お
い
て
功
績
が
あ
っ
た
と

し
て
、
仙
台
国

税
局
長
よ
り
亘

理
町
教
育
委
員

会
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。10

月
26
日
、周
辺
住
民
や
亘
理
駅
利
用

者
が
毎
日
利
用
す
る
し
ら
か
し
通
り（
南

町
鹿
島
線
）を
、よ
り
一
層
綺
麗
に
使
っ
て

い
こ
う
と
い
う
目
的
で
、し
ら
か
し
通
り
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
亘
理
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を

は
じ
め
、
亘
理
高
校
や
仙
台
南
法
人
会
、

近
隣
の
企
業
・
飲
食
店
な
ど
か
ら
１
０
０

人
を
超
え
る
方
が
参
加
し
、
道
路
周
辺
の

清
掃
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。

亘
理
高
校
奉
仕
委
員
会
委
員
長
の
渡
辺

茜
里
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
で
「
清
掃
活
動
を

と
お
し
て
、
町
内
の
学
校
に
通
う
高
校
生

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
町
の
美
化
活
動

ま
た
、
毎
日
血
圧
を
測
る
な
ど
、
自
身

の
健
康
管
理
を
徹
底
し
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
昔
か
ら
病
院
に
か
か
っ
た
こ
と
が

無
い
そ
う
で
す
。

丹
野
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

11
月
5
日
、

全
日
本
ア
ー
ト

ト
ラ
ッ
ク
連
盟

主
催
の
「
ア
ー

ト
ト
ラ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
Ｉ
Ｎ
亘
理
」

が
亘
理
中
央
地

区
工
業
団
地
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
同
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
日
本
全
国
か
ら
４
０
０
台
を
超

え
る
ア
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
が
集
結
し
た
ほ

か
、
倭
多
里
道
の
会
の
太
鼓
演
奏
な
ど
が

披
露
さ
れ
、来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
復
興
支
援
の
た
め
に

募
金
活
動
が
行
わ

れ
、
集
め
ら
れ
た

募
金
２
０
０
，１

５
０
円
が
、
教
育

振
興
の
た
め
の
資

金
と
し
て
町
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

問　NEXCO東日本 仙台工事事務所
　　（代表☎022−211−0551）

鳥の海パーキングエリアが拡幅されます
10月24日、NEXCO東日本 仙台工事事務所は「常磐自動車道 鳥の海パーキングエリアの拡幅計画」を
発表しました。NEXCO東日本によると、現在供用している鳥の海パーキングエリアの南北約8,000㎡を
追加整備し、駐車スペースを拡大することで、混雑緩和や利用者の利便性向上を図る計画です。
工事は、常磐道４車線化事業と同じく復興・創生期間内である平成32年度までの完成を目指し、
NEXCO東日本において事業が進められる予定です。

常磐自動車道周辺クリーン大作戦実施
NEXCO東日本 仙台工事事務所と協力社員および工
事安全協議会会員が10月26日、常磐道４車線化事業の
工事着手を前に、現場周辺地域の美化を目的として橋梁
下やカルバートボックス周辺道路の清掃を行いました。

数
え
年
１
０

０
歳
を
迎
え
た

鈴
木
大
三
さ
ん

（
新
町
・
大
正

7
年
11
月
12
日

生
）
に
、
特
別

敬
老
祝
金
と
祝
詞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

と
て
も
穏
や
か
な
性
格
の
鈴
木
さ
ん
。

そ
れ
が
長
生
き
の
秘
訣
で
は
な
い
か
と
ご

家
族
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

炊
き
た
て
の
白
い
ご
飯
が
大
好
き
で
、

い
つ
も
塩
鮭
と
一
緒
に
食
べ
て
い
た
そ
う

で
す
。

ま
た
、
日
曜
大
工
が
趣
味
で
、
家
で
使

う
も
の
は
何
で
も
自
分
で
作
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。

鈴
木
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

数
え
年
１
０

０
歳
を
迎
え
た

丹
野
み
つ
よ
さ

ん（
舘
南
下・大

正
7
年
11
月
15

日
生
）に
、特
別

敬
老
祝
金
と
祝
詞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
誕
生
日
に
、
ひ
孫
か
ら
お
祝
い

の
手
紙
を
も
ら
っ
た
と
い
う
丹
野
さ
ん
。

花
も
受
け
取
り
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し

た
。 い

つ
ま
で
も
お
元
気
に

数
え
年
１
０
０
歳
の
お
祝
い

仙
台
国
税
局
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

し
ら
か
し
通
り
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
実
施

“
シ
ル
バ
ー
の
日
”

会
員
が
清
掃
活
動
を
実
施

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

清掃活動に従事する亘理高校生
たち

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
障し

ょ
う

害が
い

者し
ゃ

週し
ゅ
う

間か
ん

で
す
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・　  の引き取り

亘理警察署だより亘理警察署　☎34－2111
緊急のときは 「110番」へ

Police station 10月の交通事故発生件数
区　　分 発生件数 傷者 死者

区
　
　
分

駐
在
所
別

計 69 11 0
亘　理 50 9 0
荒　浜 2 0 0
田　沢 14 2 0
浜吉田駅前 3 0 0

対
比
H29．1～10 606 103 1
H28．1～10 667 108 1

問　亘理警察署 交通課（☎34−2111）

日 会　社　名 電話番号

  3日（日） ㈱コムロ(早川) 34−8027

  9日（土） 興信管工㈱(浜吉田西) 36−3211

10日（日） 木村設備工業㈱(鳥屋崎) 35−2457

17日（日） ㈲嶺岸設備(上町北) 34−1881

23日（土） ㈲森管工業(南町北) 34−7724

24日（日） ㈱手戸設備(中町) 34−1750

29日（金） ㈱嶺利設備工業所(中泉) 34−3798

30日（土） ㈱門脇総合設備(高屋) 34−7775

31日（日） ㈱宍戸工業所（早川） 34−1722

問　上下水道課　☎34−0515

休日の水道修理業者

飼っている犬猫の引き取りは塩釜保健所岩沼
支所で行っています。引き取りを求める相当
の理由がない場合は引き取りが拒否されます。
最期まで愛情と責任を持って飼いましょう。
引き取りを希望される方は相談ください。

問　塩釜保健所 岩沼支所（☎22−6294）

ナックルな三人� ねじめ　正一 著／文藝春秋

今月のおすすめ
画狂其一／梓澤要著・NHK出版
くちなし／彩瀬まる著・文藝春秋
戦の国／冲方丁著・講談社
さよなら僕らのスツールハウス／岡崎琢磨著・KADOKAWA
キラキラ共和国／小川糸著・幻冬舎
満天のゴール／藤岡陽子著・小学館

◆ �年末年始の休館に伴い、12月14日（木）から27日（水）まで、貸出数を図書20冊、視聴覚資料５点に変更し
ます。ぜひ利用ください。 問　図書館　☎34−8700
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迎
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。
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様
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大
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い
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思
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と
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で
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大
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の
で
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黒
様
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早
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大
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し
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と
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を
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二
股
大
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す
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ら
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大
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こ
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こ
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て
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大
黒

様
の
嫁
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え
」と
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て
、二
股
大

根
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す
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と
い
う
こ
と
で
す
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図書館からの
お知らせ

問　図書館　☎34−8700

悠里館ギャラリー悠里館ギャラリー

※展示期間：12月１日（金）～１月４日（木）
「悠里館ギャラリー」は…悠里館と亘理駅を結
ぶ連絡通路にある展示スペースです。

「亘理書道愛好会作品展」

今月の図書館・郷土資料館の休館
4日（月）、11日（月）、18日（月）、23日（土）、25日（月）、

28日（木）、29日（金）、30日（土）、31日（日）

文

芸
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笑
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に
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々
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柿

�

佐
々
木
勝
夫

亘
理
俳
句
会

絵本画家の石黒は若年性認知症に苦しみ、壁
にナックルボールをなげるだけの日々だ。詩人
兼絵本作家の笹原は、石黒の唯一の生きがいに
なっているナックルボールへの執着に寄りそ
う。だが、その過程で出会った魅力溢れる女性
をめぐって関係は混迷。そしてある日、石黒は
行方不明になってしまう…。

年末の交通事故防止運動

・引き渡しは当事者間でお願いします。
・気持ちよくリサイクルできるよう、お互いマナーに気を

付けましょう。

問　町民生活課 生活環境班
（☎34−1113）

譲ってください

●耕運機（小型）	 ●キーボード

●リヤカー	 ●ラジカセ

●子ども用自転車	 ●傘立て

●新生児用おもちゃ	 ●掃除機

●ベビージム

●姿見（鏡）

譲ります（無償）

●学習机

●整理タンス（チェスト）

リサイクル情報

～ゆっくり走ろう師走のみやぎ～
運動の期間　12月１日（金）～31日（日）
運動の重点　・歩行者を保護する運転の確実な実践
　　　　　　・反射材やLED安全ライトの着用促進
　　　　　　・冬道の安全運転１・２・３運動の周知徹底
　　　　　　・飲酒運転の根絶

振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺の被害防止
年末は特に息子を名乗る電話が多く来ます

亘理「はらこめし」運動　～オレオレ詐欺被害防止のため～
はら・・・払わない
こ・・・子どもに確認する
め・・・面倒でも相談する
し・・・信じない
○亘理警察署では、12月15日（金）～１月７日（日）まで、
　年末年始特別警戒取り締まりを実施します。
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健康のひろば

相談の種類 主な相談内容 日　　時 場　所 問い合わせ

生活心配
ごと相談

家 庭、賃 借、老
後、子 ど も に 関
す る 悩 み ご と

4・11・18・
25日（月）

9：00～12：00

社 会 福 祉
協 議 会
（相談室）

社 会 福 祉
協 議 会
☎34−7551

消費生活
相 談

訪問販売、消費生
活 に 関 す る こ と

月～金曜日
（祝日を除く）
9：00～15：45

町民生活課

町民生活課
☎34−1113

人権相談
家 族 紛 争、 い じ
め･虐 待 な ど 人
権 に 関 す る こ と

2日(土）
※1月は15日（月）
10：00～15：00

中央公民館

行政相談 国、県、町の仕事につ
いての要望や苦情

25日(月）
10：00～15：00

町民生活課
（町民相談室）

無料法律
相 談

法的手続きに関する
こと（土地、相続等）
※ 事 前 予 約 優 先

2日（土）
10：00～15：00 中央公民館

健康相談
健診結果のこと、食
事・運動のことなど
健康に関する相談

月～金曜日
（祝日を除く）
8：30～17：00

健康推進課
健康推進班

健康推進課
☎34−0524

生活保護
相 談

生 活 保 護 に 関 す
る相談（電話で予
約してください）

14・28日（木）
予約をした時間に
お越しください

福 祉 課
（相談室）福 祉 課

☎34－1114
心の悩み
ごと相談

精神科医による心
の相談（予約制）

19日（火）
14：00～17：00 中央公民館

障 害 者
（児）相談

障害者（児）の福祉
に関する様々な問
題についての相談

8日（金）、
14・21日（木）
10：00～15：00

中央公民館
地域支援センター
ぱ れ っ と
☎24−1712

◦　　　　　子　　育　　て　　支　　援　　　　　◦

◦　　　　相　　　談　　　　◦
保健行事 日にち 受付時間 対象者 会場など

3・4か月児
健康診査 13日(水) 12：30～12：45（終了予定時間15：00） 平成29年 8 月生

中央公民館
※�対象の方に
は約２週間
前に問診表
を郵送しま
す。持ち物
などの記載
を確認して
お越しくだ
さい。

6・7か月児相談 12日(火) 9：30～9：45
（終了予定時間11：30頃） 平成29年 5 月生

12か月児相談 5日(火） 9：30～9：45
（終了予定時間11：30頃） 平成28年12月生

1歳8か月児健康診査
◎�歯ブラシを持参
してください

20日(水） 12：30～12：45（終了予定時間15：00） 平成28年 3 月生

2歳6か月児
歯科健康診査
◎�歯ブラシを持参
してください

7日(木) 9：15～9：30
（終了予定時間11：30頃） 平成27年 5 月生

3歳6か月児
健康診査 6日(水) 12：30～12：45

（終了予定時間15：00） 平成26年 5 月生

母子健康手帳発行 ４・11・18・25日（月)
9：00～9：15

（終了予定時間10：00頃）
現在妊娠中の方
※�都合の悪い方は問い
合わせください。

役場仮庁舎
西会議室

妊産婦・乳幼児
健康相談
※�乳幼児健康相談に
お越しの方は、バ
スタオルと母子健
康手帳をお持ちく
ださい。

14日(木) 9：30～11：00
（終了時間11：30）

妊娠や出産後のこと、
離乳食など、育児に関
する相談をしたい方

悠里館
2階会議室

問　健康推進課 健康推進班　☎34−0524

問　健康推進課 健康推進班　☎34−0524

休日当番医（医科・歯科・薬局）
日 当直医・薬局 地　区 電話番号

  3日(日)
氏家医院 舘南下 34−1320
やのめ歯科医院 岩沼市 23−4048
城南薬局 舘南下 33−0380

10日(日)
柿沼循環器科 中泉 32−2871
南舘歯科医院 岩沼市 24−4880
いけだ歯科クリニック 名取市 022−383−6480
もみのき薬局 中泉 34−2140

17日(日)
大友医院ヒロミ小児科 祝田東 34−3204
ささき歯科 名取市 022−383−8849
スマイル薬局玉浦店 岩沼市 25−5828

23日(土）
みやぎ南部整形外科クリニック 高屋 36−7577
津川歯科医院 北城東 34−4733
美田園歯科 名取市 022−343−8721
さくら薬局 岩沼市 22−2383

24日(日)
やべ内科クリニックわたり 吉田 34−3003
山田歯科医院 岩沼市 22−3229
フレンド薬局吉田 吉田 34−5515

29日(金） 菊地内科医院 山元町 37−3300
ひまわり薬局浅生原店 山元町 33−8053

30日(土）
熊谷内科医院 中町 34−5140
おぎはら歯科医院 名取市 22−0712
さざんか薬局 中町 32−1221

31日(日)

高橋内科乳腺外科 中泉 33−1121
平田外科医院 山元町 37−4055
佐藤歯科・矯正歯科医院 新町南 33−0355
おおぬき歯科 名取市 022−383−9310
もみのき薬局 中泉 34−2140
調剤薬局エーゲ海 山元町 37−7567

◦　　保 健 カ レ ン ダ ー　　◦

※�献血の際は、本人確認のため、運転免許
証などの身分証明書を忘れずに持参して
ください。

※�献血協力事業所を募集しています。詳し
くは問い合わせください。

問　健康推進課 健康推進班（☎34−0524）

開設場所　総合南東北病院（岩沼市）
受付時間　�平日（祝日・年末年始除く）の

19：00～21：30
受診方法　�受付専用番号に問い合わせ

のうえ受診してください。
受付専用　☎070－6635－9454

問　健康推進課　☎34−0524

（自家用車・タクシーなどで来れる方対象）
平日夜間の初期救急外来

病院？救急車？症状で迷ったときに
利用ください。
医療スタッフが、症状について相談

を受け、対処についてアドバイスします。
相談時間　平日　19：00～翌８：00
　　　　　土曜　14：00～翌８：00
　　　　　日曜・祝日　24時間

お子さんの急な発熱、けがで迷った
ときに利用ください。
相談時間　毎日 19：00～翌８：00
対　　象　15歳未満の子ども

※プッシュ回線以外、PHSからは☎022-706-7119

※プッシュ回線以外、PHSからは☎022-212-9390

おとな救急電話相談

子ども夜間安心コール

内　　　容 対　象　者 日にち 時　間 場　所 問い合わせ
すくすく
「ペットボトルでスノードームをつくろう！」
� ※要申込12／5〜

詳しくはＰ32 12月12日(火) 10：00〜10：4511：00〜11：45 中央児童センター
地域子育て支援センターわたり
☎32−0720

にこにこクラブ 簡単手作りおもちゃ
「クリスマス」

未就学児と
保護者 12月13日（水）10：00〜11：30 吉 田 西 児 童 館

吉田西児童館
☎34−6530
吉田児童クラブ
☎ 23−1321

今日のランチは保育所で！
� ※要申込12／1〜8 詳しくはＰ33 12月13日（水）11：15〜12：30 亘 理 保 育 所 ☎ 34−1512

子育てサロン「ピープル・ツリー」 未就学児と
保護者 12月14日(木) 10：00〜11：50 中央児童センター 生 涯 学 習 課

☎34−0510

「孫育て・他孫育て楽しみ隊」絵本はともだち
� ※要申込〜12／15 詳しくはＰ32 12月19日（火） 10：00〜 中町児童クラブ

（亘理保育所北）☎ 23−1310

子育て支援「お店屋さんごっこを楽しもう！」
� ※要申込〜12／8 詳しくはＰ32 12月19日（火）10：00〜10：45 亘 理 保 育 所 ☎ 34−1512

ぶんぶん「クリスマス♪劇あそびをしよう！」
� ※要申込12／5〜 詳しくはＰ32 12月19日(火) 10：15〜11：15 中央児童センター 地域子育て支援センターわたり

☎32−0720

「ファミリー・サポート・センター」出張相談窓口 子育て中の親
および興味のある方 12月20日(水）10：00〜12：00 中央児童センター

ファミリーサポートセンター
☎23−1290

鹿島保育所クリスマス会
� ※要申込12／１〜７ 詳しくはＰ33 12月22日（金）10：00〜11：00 鹿 島 保 育 所 ☎34−2900

保健所のおしらせ

ひきこもり・思春期こころの相談
12日（火）　13：30～16：30
20日（水）　13：00～16：00
場所　塩釜保健所岩沼支所

アルコール・薬物関連専門相談
14日（木）　塩釜保健所岩沼支所
相談時間　15：00～17：00

問　塩釜保健所岩沼支所
　　☎22−2189

5・19日（火）　塩釜保健所岩沼支所
時間　9：30～11：30
骨髄バンク登録、ＨＩＶ抗体検査、
クラミジア抗体検査、肝炎検査、梅毒検査

問　塩釜保健所岩沼支所
　　☎22−2189

● 相談（予約制）

● 登録・検査（予約制）

全血献血(400ml)
12月10日(日)
場　　所　みやぎ生協亘理店
受付時間　10：00～11：45
　　　　　13：00～16：30

10月１日より始まりました

♯ 7 1 1 9

♯ 8 0 0 0

27 26広報わたり　2017.12広報わたり　2017.12



吉田西部地区まちづくり協議会 荒浜地区まちづくり協議会

吉田東部地区まちづくり協議会

問　☎36−8450

申込・問　☎36−8189申込・問　☎36−8831

①陶芸教室（まんぷう窯）
陶芸を楽しみ、自分の感性で世界に一つだけの器づく
りを体験しませんか。みなさん気軽に参加ください。
日　　時　12月13日(水)9：30～（受付9：00～）
場　　所　勤労青少年ホーム
定　　員　30人※定員になり次第締切
参 加 費　1,500円（材料費含む）
申込期間　12月１日(金)～８日(金)
申込方法　�当協議会へ直接または
　　　　　電話で申し込みください。

②陶芸作品展示会
陶芸教室で作った受講者の作品を展示します。観覧無
料ですのでぜひお越しください。
日　　時　12月17日（日）～20日（水）
　　　　　９：00～16：00
場　　所　勤労青少年ホーム

みなさん気軽に参加ください。昼食にとん汁を提供し
ます。

日　　時　12月16日（土）9：30～（受付9：00～）
場　　所　荒浜中学校 校庭
　　　　　（雨天時はピロティで軽スポーツを実施）
種　　目　グラウンドゴルフ
定　　員　72人
　　　　　※小学生以下は親子で申し込みください。
持ちもの　防寒着
参 加 費　200円（保険料・材料費含む）
申込期間　12月１日(金)～11日(月)
申込方法　�当協議会へ直接または電話で申し込みくだ

さい。

自分でできる身近な防災のポイントを学び、日本最大
級の鳴り砂海岸であるわたり吉田浜海岸の再生につい
て考えます。

日　　時　12月16日（土）
　　　　　９：30～11：30（受付9：00～）
場　　所　農村環境改善センター 多目的ホール
講演内容　演目①「自分でできる身近な防災」
　　　　　　　　講師：亘理消防署員
　　　　　演目②鳴り砂海岸「わたり吉田浜海岸」
　　　　　　　　〜鳴り砂から環境を考える〜
　　　　　　　　講師：仙台湾鳴り砂探求会 
　　　　　　　　　　 代表 早川 紘之 氏
申込締切　12月12日（火）
申込方法　�当協議会へ直接または電話で申し込みくだ

さい。

第８回もちつき大会 ものづくり講習会

荒浜地区スポーツ交流会
年末特別講演会

わつくり ネット まちづくり協議会からのお知らせ

世帯数と人口
平成29年10月31日現在

～還付金詐欺に
気をつけましょう！～

自冶体職員などを名乗り、「医療
費の還付がある」などと言い、Ａ
ＴＭ（現金自動預払機）から振り
込みをさせようとする、いわゆる
「還付金詐欺」による被害が増えて
います。
《事　例》
役所から「医療費の還付が２万
円ほどある」と電話があり、コン
ビ二のＡＴＭに行くように」と言
われ、操作方法を指示された。明
細が出てきて約100万円を振り込
んだことになっていた。
★被害に遭わないために
・「お金が戻ってくるので携帯電話
を持ってＡＴＭに行くように」
と言われたら還付金詐欺です。
・自治体の職員が、還付金受け取
りなどの連絡をすることは絶対
にありません。関係機関に確認
しましょう。
・「手続きは今日中」などとせかさ
れても、慌てないことが大切で
す。周囲に相談するなど、冷静
に対処しましょう。
・一度お金を支払ってしまうと、
取り戻すことは極めて困難にな
ります。
不審な点や不安な場合には相談
ください。

《消費生活相談窓口》
問　町民生活課 生活環境班（☎34−1113）

「ごみ」から「資源」へ
小型家電を無料回収します！
小型家電に含まれる鉄や銅、金などの希少な金属資源をリサイクルする
ことを目的に、小型家電の無料回収を行います。ごみの減量化にもつなが
りますので、みなさんの協力をお願いします。

日　時　12月９日（土）9：30～11：30

場　所　亘理町役場庁舎前駐車場（亘理町字下小路７番地４）

回収対象品目

注　意
●一度引き取りした小型家電は返却できません。
●個人情報は必ず消去してください。
●電池は取り外してください。
●回収対象品目以外は回収しません。

問　町民生活課 生活環境班（☎34−1113）

通
信
機
器

電話機（ダイヤル式を除く）
ファクシミリ（インク・インク
フィルム・感熱紙は外す）
携帯電話
ＰＨＳ

電
子
機
械
器
具

ラジオ
ＤＶＤ、ＢＤ、ＨＤＤレコーダー
・プレイヤー（ディスクは外す）
ビデオテープレコーダー（テープ
は外す）
ビデオカメラ（テープ・ディスク
は外す）
プロジェクター
ＢＳ・ＣＳアンテナ
ＣＳチューナー
地上デジタルチューナー
ケーブルテレビＳＴＢ
デジタルオーディオプレイヤー
（フラッシュメモリー・ＨＤＤ）
テープ・ＩＣレコーダー
ＭＤ・ＣＤプレイヤー
チューナー・アンプ
（ギター・ベースアンプは除く）
ヘッドホン・イヤホン
通信カラオケ
レーザーディスクカラオケ装置
ＣＤラジカセ（ディスク・電池は
外す）
電子書籍・電子辞書
デジタルカメラ

カ
ー
用
品

カーナビゲーションシステム
カーカラーテレビ
カーステレオ
カーＤＶＤ・ＣＤ・ＭＤ
カーアンプ
カーチューナー
カーラジオ
ＶＩＣＳユニット
ＥＴＣ車載ユニット

パ
ソ
コ
ン
類

デスクトップ型パソコン本体
ノート型・モニター一体型パソコン
液晶モニター（ブラウン管は除く）
タブレット
ワープロ（インク・電池があれば
外す）
プリンター（インクは外す）
（レーザープリンターは対象外）
キーボード・マウス・テンキー
ＵＳＢメモリー・メモリーカード
ハードディスク
基盤
ハブ・ルーターなど周辺機器

そ
の
他
付
属
品

ケーブル
充電器
アダプター
プラグ・ジャック

あんこ、きなこ、納豆、雑煮と種類豊富なできたてのお

もちを食べにきてください。※無くなり次第終了。

「大道芸パフォーマンス」、「和太鼓演奏」や「ガラポン

抽選会」も開催します。

家族おそろいでぜひお越しください。

日　　時　12月３日（日）11：00～

場　　所　農村創作活動センター

参 加 費　無料

世帯数……12,201世帯（2世帯増）
総　数……33,820人　（14人減）
　男　……16,540人　（11人減）
　女　……17,280人　（3人減）
出　生……18人	 死　亡……35人
転　入……91人	 転　出……89人
その他増…1人
� ※（　  ）内は前月比
問　町民生活課 町民班（☎34−1113）
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お し ら せ ひろば

宮城県大河原商業高等学校
定時制課程普通科［社会人推薦］

入学者募集

中学校を卒業した方で、働きながら
高校で学び、卒業したい社会人の方を
対象に、平成30年度社会人特別選抜
（定時制課程）を実施します。
出願期間　平成30年１月９日（火）～
　　　　　12日（金）11：00
　　　　　※�窓口受付は９：00〜16：00
試 験 日　平成30年１月31日（水）（面接）
場　　所　大河原商業高校
募集人数　８人
※�出願資格などの詳細については問い
合わせください。
問　宮城県大河原商業高等学校
　　定時制課程 教務部
　　（☎0224−52−1064）

吉田東部地区
まちづくり協議会職員募集

募集人員　１人
業務内容　�地域コミュニティ再生や地

域イベントのサポートなど
募集要項　�簡単なパソコン操作ができる方
勤務時間　月～金　8：30～17：15
　※イベントによって休日勤務あり。
勤 務 先　�吉田東部地区まちづくり協議会

（農村環境改善センター内）
賃　　金　月額137,600円
福利厚生　健康保険、厚生年金、
　　　　　雇用保険適用
応募方法　�履歴書（自筆・写真添付）を

吉田東部地区まちづくり協
議会に提出ください。

応募締切　12月15日（金）
問　吉田東部地区まちづくり協議会
　　（☎36−8831）

「ぽっぽ」のおはなし会

日付・対象　12月２日（土）
　　　　　 幼児～小学生向け
　　　　 12月14日（木）
　　　　　 ０～3歳児向け
時　間　11：00～11：30
場　所　子ども読書コーナー
問　図書館（☎34−8700）

映画会

日　　時　12月９日（土）14：00～
場　　所　悠里館３階視聴覚ホール
上映作品　�「二宮金次郎物語」
　　　　　（115分）
問　図書館（☎34−8700）

試験・採用
｢シルバー人材センター｣会員募集！

入会条件　�亘理町に居住する原則60歳
以上で健康で働く意欲があ
り、シルバー人材センターの
趣旨を理解し、賛同する方。

入会方法　�次の入会説明会に参加し、
手続きをしてください。

日　　時　12月12日（火）10：00～
場　　所　シルバー人材センター相談室
　　　　　（中央公民館内）
申込・問　（公社）亘理町シルバー人材センター
　　　　（☎34−8800）

亘理町中級（保育士）・初級（行政）職員募集

募集予定人員
中級（保育士）　１人
平成元年４月２日から平成10年
４月１日までに生まれた者で、保
育士の資格を有する者。または、平
成30年３月31日までに取得見込
みの者
初級（行政）障害者対象　２人
障害者の雇用促進等に関する法律
の趣旨に基づき職員採用試験を行
うもので、自力により通勤、介護な
しで勤務遂行が可能であること。
身体障害者手帳の交付を受け、程
度が１級から４級までの者。常用
の活字印刷文による出題に対応で
き、かつ、昭和62年４月２日から
平成12年４月１日までに生まれ
た者

１次試験　平成30年１月28日（日）
　教養試験、一般性格診断検査
２次試験　平成30年２月下旬（予定）
　作文試験、面接試験
申込方法　�総務課にある指定申込用紙

に記入し提出してくださ
い。郵便で請求する場合は、
封筒の表に「職員採用試験
（中級保育士または初級行
政）申込用紙請求」と朱書き
し、120円切手を貼った返
信用封筒（Ａ４サイズの入
る大きさで、あて先を明記
のこと）を必ず同封してく
ださい。

受付期間　12月１日（金）～15日（金）
　　　　　※土・日曜日は除く。
　　　　　※�郵便受付の場合は、12月

15日（金）必着のものに
限り受け付けます。

申込・問　〒989−2393 亘理町字下小路7−4
　　　　亘理町役場 総務課総務班
　　　　（☎34−1111）

相　談
無料法律相談会開催

日頃かかえている様々な問題解決の
お手伝いをするため、仙台弁護士会と
共催で「無料法律相談会」を開設しま
す。困りごと、心配ごとがある方は、ど
うぞ気軽に利用ください。秘密は厳守
します。
日　　時　12月16日（土）　
　　　　　10：00～12：00
場　　所　中央公民館（団体室）
相談内容　�相続・遺言、住環境、夫婦・男

女間の問題、労働、借金
　　　　　�事故・損害賠償、近隣問題、

震災関係、法的手続きなど
相 談 員　弁護士
対　　象　亘理町および近隣市町村在住の方
定　　員　４人（１人30分）
　　　　　※予約優先
問　町民生活課 生活環境班
　　（☎34−1113）

女性の健康相談

女性医師が、思春期や更年期の身体
的・精神的不調、家庭や職場でのストレ
スなどで悩んでいる女性の相談に応じ
ます。※完全予約制・相談無料
相談日時・場所　
12月９日（土）
　大河原町駅前コミュニティセンター
平成30年1月13日（土）
　塩釜市市民交流センター
　※14：00～16：00（各回）
　※�仙台市に通勤・通学の方は仙台市

会場（エルソ－ラ仙台）でも相談す
ることができます。

受付時間　9：00～17：00
　　　　　（土・日、祝日を除く）
申込・問　宮城県女医会女性の健康相談室
　　　　（☎090－5840－1993）

ポリテクセンター宮城　公共職業訓練
平成30年１月入所受講生募集

多賀城実習場では早期再就職に向け
た職業訓練（６ヵ月）を実施していま
す。訓練受講相談・施設見学随時受付中
です。
募集訓練科名（定員）
電気・情報通信工事科（15）、
住宅建築工事科（15）、
住宅リフォーム科（18）、
生産情報ネットワーク技術科（30）、
ビル設備サービス科（18）
訓練期間（６ヵ月）
平成30年１月５日（金）
～６月28日（木）
受 講 料　無料
　　　　　※テキスト代等は自己負担
募集締切　12月５日（火）
申込方法　�居住地を管轄するハロー

ワーク（公共職業安定所）を
通じて申し込みください。

入所選考日　12月11日（月）
問　ポリテクセンター宮城 訓練課
　　多賀城実習場（☎022−362−2454）

亘理町任期付職員募集

募集予定人員
行政　若干名
埋蔵文化財発掘調査員　１人
任用期間　平成30年４月１日～
　　　　　平成33年３月31日
　　　　　※最長５年間の延長あり
　　　　　※�詳しくは、町ホームペー

ジまたは、役場総務課に
問い合わせください。

試 験 日　平成30年１月24日（水）、
　　　　　26日（金）
試験内容　作文試験および面接試験
申込方法
総務課にある指定申込用紙に記入の
うえ提出ください。郵便で請求する
場合は、封筒の表に「任期付職員採用
試験（行政・文化財のいずれか）申込
用紙請求」と朱書きし、120円切手を
貼った返信用封筒（Ａ4サイズの入
る大きさで、あて先を明記のこと）を
必ず同封してください。
受付期間　12月１日（金）～15日（金）
　　　　　※土・日曜日は除く。
　　　　　※�郵便受付の場合は、12月

15日（金）必着のものに
限り受け付けます。

申込・問　〒989−2393 亘理町字下小路7−4
　　　　亘理町役場 総務課総務班
　　　　（☎34−1111）

募集人数　1人
業務内容　資料データの打ち込み、展示作業の補助、受付対応
勤 務 日　火曜日から金曜日、および土・日曜日のいずれか
勤務時間　８：30～17：15　　日　　額　6,200円
雇用期間　平成30年１月４日（木）～３月31日（土）
条 件 等　⑴�自力により通勤ができ、かつ介護なしに一般事務員としての職

務遂行が可能な方。
　　　　　⑵パソコン操作（ワード、エクセル）ができる方。
応募方法　履歴書（自筆、写真添付）を資料館へ持参ください。
応募期間　12月１日（金）～15日（金）
試験内容　面接試験
問　生涯学習課 文化財班（郷土資料館内☎34－8701）

郷土資料館　臨時職員募集（身体障害者枠）

雇用期間　平成30年４月～９月30日　※更新の場合は10月１日～平成31年３月31日
勤務場所 亘理町内公立保育所 吉田西児童館一時保育 二杉園

募集要件
保育士資格を有する方（40人程度）

看護師または准看護師免許を有する方（４人）

勤務時間
7：00～19：00（実働6～7時間45分）※応相談
※�7：00～11：00、15：00～19：00のうちの
短時間勤務を希望する方は相談ください。

8：30～17：15（実働７時間45分）

勤務内容 未就学児の保育（看護師等は主に乳児の保育） 未就学児の保育 配慮を要する児童の訓練指導
賃　　金 日額8,060円（7時間45分の場合）、または時給1,040円
社会保険等　健康保険・厚生年金の加入、雇用保険の適用あり（条件あり）
　　　　　　通勤距離10キロ以上は距離に応じて交通費相当額を賃金に上乗せ（時給40円～100円）。年次有給休暇あり
応募方法　�子ども未来課に備え付けの臨時職員登録申込書に必要事項を記入し、保育士証・看護師等免許証の写しを添

付のうえ申し込みください。
応募期間　12月１日（金）～平成30年1月19日（金）※土・日、祝日、年末年始を除く。
選考方法　面接試験　※面接日・面接場所は後日応募者へ連絡します。
問　子ども未来課（☎34−1225）

平成30年度臨時職員（保育士・看護師）募集

特別人権・無料法律相談所を開設します
日時　12月2日（土）10：00～15：00
場所　中央公民館
問　町民生活課 生活環境班（☎34−1113）

困りごと、心配ごとを相談ください。
弁護士、司法書士、行政書士、人権擁護委
員、消費生活相談員が相談に応じます。
※予約優先

農家相談の開設について　問　農業委員会事務局（☎34−0504）
農地に関するトラブルなど気軽に相談ください。
日時　12月13日（水）10：00～15：00　　場所　産業振興庁舎 会議室31 30広報わたり　2017.12広報わたり　2017.12



お し ら せ ひろば

「ハロー！カンクロー/ねずみのすもう」

肩掛け人形芝居や腹話術が見られるよ！
日　　時　12月９日（土）
　　　　　10：30～11：30
場　　所　中央児童センター
対　　象　町内の小学生
定　　員　100人
出　　演　肩掛け人形芝居　燕座
申込期間　申込受付中
　　　　　※定員になり次第締切
申込・問　地域子育て支援センターわたり
　　　　（中央児童センター内☎32−0720）

すくすく
「ペットボトルでスノードームをつくろう！」

日　　時　12月12日（火）
　　　　　１歳クラス…10：00～10：45
　　　　　２歳クラス…11：00～11：45
場　　所　中央児童センター
対　　象　１・２歳のお子さんと保護者
定　　員　各回12組
申込期間　12月５日（火）9：00～
　　　　　※定員になり次第締切
申込・問　地域子育て支援センターわたり
　　　　（中央児童センター内☎32−0720）

ぶんぶん「クリスマス♪劇あそびをしよう！」

日　　時　12月19日（火）
　　　　　10：15～11：15
場　　所　中央児童センター
対　　象　３歳以上のお子さんと保護者
定　　員　20組
申込期間　12月５日（火）9：00～
　　　　　※定員になり次第締切
申込・問　地域子育て支援センターわたり
　　　　（中央児童センター内☎32−0720）

「ドッヂビーをしよう！」

みんなで体を動かして遊ぼう！！
日　　時　12月22日（金）
　　　　　14：00～15：00
場　　所　中央児童センター
対　　象　町内の小学生
定　　員　40人
持 ち 物　�上靴、タオル
　　　　　水分補給用飲み物
申込期間　12月５日（火）9：00～
　　　　　※定員になり次第締切
申込・問　地域子育て支援センターわたり
　　　　（中央児童センター内☎32−0720）

子育て支援
「お店屋さんごっこを楽しもう！」

保育所の５歳児クラスのお友達と一
緒にお店屋さんごっこを楽しみません
か。参加は無料です。
日　　時　12月19日（火）
　　　　　10：00～10：45（受付9：45～）
場　　所　亘理保育所ホール
対　　象　町内在住の３～５歳児と
　　　　　保護者７組
内　　容　�保育所の５歳児クラスの子

ども達と一緒にお店屋さん
ごっこをして遊びます。

申込締切　12月８日（金）
申込方法　�直接または電話で申し込み

ください。
申込・問　亘理保育所（☎34−1512）

「孫育て・他孫育て楽しみ隊」
絵本はともだち

日　　時　12月19日（火）
　　　　　10：00～（受付9：45〜）
場　　所　中町児童クラブ
　　　　　（亘理保育所北）
対　　象　�地域のおじいさん・おばあ

さん、未就学児と保護者
内　　容　�絵本の読み聞かせ、子育て

相談など
申込方法　�直接または電話で申し込み

ください。
申込締切　12月15日（金）
申込・問　中町児童クラブ
　　　　（☎23－1310）

催　し
平成30年亘理町成人式

日　時　平成30年１月７日（日）
　　　　受付12：50～13：20
　　　　式典13：30～
会　場　中央公民館
該当者　平成９年４月２日～
　　　　平成10年４月１日生まれの方
　　　　�（現在、町外に転出されている

方も出席できます。）
　　　　※�該当の方には12月上旬に

ハガキで通知します。
問　生涯学習課（☎34−0510）

陸上自衛隊東北方面音楽隊
第54回定期演奏会

日　　時　①平成30年２月16日（金）
　　　　　　19：00～21：00
　　　　　②平成30年２月17日（土）
　　　　　　14：00～16：00
場　　所　東北大学百周年記念会館
　　　　　川内萩ホール
入 場 料　無料※要入場券
応募方法　�往復はがきに郵便番号・住

所、氏名・年齢・性別、電話番
号、希望公演日、人数（２人
まで）を記入のうえ、〒983
−8580（住所不要）東北方
面総監部広報室「定期演奏
会」係へ郵送ください。

　　　　　※�返信はがきの表面にも自
身の郵便番号、住所、氏名
を忘れずに記入ください。
記載もれがある場合は結
果を返信できません。

応募締切　平成30年１月12日（金）
　　　　　※必着
問　東北方面総監部広報室
　　（☎022−231−1111
　　内線2373･2374）

クリスマスおはなし会

今年もクリスマスおはなし会をひら
きます。「まいてぃ・ノーム」こと芳賀哲
さんの楽しいパフォーマンスショーを
開催します。家族おそろいでおこしく
ださい。サンタクロースが来るかもし
れませんよ。
日　時　12月16日（土）
　　　　11：00～12：00
場　所　悠里館３階視聴覚ホール
問　図書館（☎34−8700）

「健康づくり茶話会+楽しい運動」
参加者募集

いつまでも元気で暮らせるよう、誰
もが楽しく体操できる会を開催してい
ます。近所のみなさんと誘い合わせの
うえ、ぜひ参加ください。申込不要・参
加費無料です。
日時・会場
第１金曜日　大谷地住宅集会所
第２金曜日　上浜街道住宅集会所
第３金曜日　西木倉住宅集会所
第４金曜日　下茨田南集会所
※各回10：00～11：30
対　象　�会場近隣にお住まいの健康づ

くりに興味がある方（年齢不問）
講　師　�仙台大学のスタッフ・学生、亘

理町の看護師
内　容　�ストレッチ、軽運動、レクリエー

ション、おしゃべり会など
持ち物　運動靴、タオル、飲み物
　　　　※動きやすい服装で参加ください。
問　地域包括支援センター
　　（☎34−1331）

今日のランチは保育所で！

バイキング式の ｢おいしい！うれし
い！たのしいランチ｣ を親子で体験し
ませんか？お子さんの食事について相
談もできます。
日　　時　12月13日（水）
　　　　　11：15～12：30
場　　所　亘理保育所
対　　象　２～５歳児と保護者
　　　　　（１日限定５組）
内　　容　�亘理保育所の４、５歳児ク

ラスとの食事
参 加 費　１食200円
持 ち 物　箸、おしぼり、コップ
申込方法　�直接または電話で申し込み

ください。
申込期間　12月１日（金）～８日（金）
申込・問　亘理保育所（☎34−1512）

鹿島保育所クリスマス会

保育所のお友達と一緒にクリスマス
会を楽しもう！
日　　時　12月22日（金）
　　　　　10：00～11：00（集合9：50～）
場　　所　鹿島保育所ホール
対　　象　未就学児と保護者５組
申込期間　12月１日（金）～７日（木）
申込・問　鹿島保育所（☎34−2900）

卓球講習会参加者募集

日　　時　12月17日（日）
　　　　　9：00～13：00
会　　場　佐藤記念体育館
参 加 費　300円（保険代など）
　　　　※参加費は当日受付時納入
講　　師　山崎 卓己 氏（卓球のタマチ）
「東北福祉大卒・東北学生チャンピオ
ン」ほか
申込方法　�佐藤記念体育館、吉田体育

館、荒浜体育館、B＆G海洋
センター体育館に備付けの
申込用紙に記入し、申し込
みください。

申込期限　12月８日（金）
問　亘理町卓球協会事務局
　　（菊地☎090−2982−2225）

認知症カフェ「ちょっこら」参加者募集

お茶を飲みながらゆっくり語り合っ
たり、軽く体を動かしたり、楽しく過ご
せるカフェタイムを設けました。今回
は、軽体操が楽しめます。どなたでも
気軽にお越しください。認知症につい
ての相談もできます。参加無料・申込
不要・時間内出入り自由です。※コー
ヒー・お茶＆お茶菓子付き。
日　時　12月20日（水）
　　　　10：00～11：30
場　所　中央公民館 大ホール
対　象　�物忘れがある方、家族、認知症

に関心のある方どなたでも
内　容　お茶を飲みながらの交流会
　　　　運動「家庭でもできる軽体操」
　　　　（10：30～11：30）
講　師　認知症サポーターリーダー
持ち物　タオル、動きやすい服装
問　地域包括支援センター
　　（☎34−1331）

「お雛様づくり体験会」受講生募集

古
こ

布
ふ

を使って世界に一つだけのお雛
様を作ってみませんか。気軽に参加く
ださい。
日　　時　平成30年１月31日（水）、
　　　　　２月１日（木）
　　　　　※10：00～14：30（各回）
会　　場　働く婦人の家　
対　　象　どなたでも
定　　員　20人
　　　　　※定員を超えた場合は抽選。
受 講 料　200円
材 料 費　１,000円
※�女雛・男雛各500円。出来上がり寸
法は高さ約10cm、幅約15cm。

持 ち 物　裁縫道具一式、筆記用具
　　　　　昼食
申込方法　�逢隈地区交流センターに備

え付けの申込用紙に記入の
うえ提出ください。

　　　　　※電話申込不可。
申込期間　12月１日（金）～15日（金）
問　逢隈地区交流センター
　　（☎34−1555）

第８回　町民交流
新春グラウンド・ゴルフ大会

日　　時　平成30年１月22日（月）
　　　　　受付8：30〜
　　　　　※小雨決行
　　　　　※�雨天時は１月25日（木）

に延期
会　　場　亘理公園野球場
参加資格　�亘理町民でグラウンド・ゴ

ルフに興味のある方
参 加 料　300円（1人）
募集人員　110人
申込方法　�中央公民館、各地区交流セ

ンターで受け付けます。
申込期限　12月20日（水）
問　亘理町GG協会事務局
　　（佐藤☎36−2873）

民謡王国宮城の三大祝唄のひとつとして、藩政時代から歌い継がれている
「えんころ節」の全国大会を開催します。
日　　時　平成30年１月28日（日）9：00～　会　　場　中央公民館 大ホール
出場区分　少年少女の部（満15歳以下）、一般の部、熟年の部（満75歳以上）
定　　員　150人（先着順）　※定員になり次第締切
参 加 費　少年少女の部 1,000円、一般の部・熟年の部 2,000円（※後日納入）
申込方法　�亘理町観光協会に備え付けの申込用紙に記入し、申し込みください。
申込・問　亘理町観光協会（商工観光課内☎34－0513）

第28回えんころ節全国大会出場者募集
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お し ら せ ひろば

リサイクル奨励金交付事業

町では、ごみの減量化とリサイクル
を進めるため、積極的に資源物回収を
実施した団体（町民で組織する町内会、
PTA、子ども会、婦人会、老人クラブ等）
に対し、収集量に応じて奨励金を交付
しています。
対象資源物・奨励金額
紙類（新聞紙、雑誌、ダンボールなど）
…１kgにつき６円
空きびん類・金属類（空き缶、鉄くず
類など）・布類…１kgにつき５円
申請方法　�必要書類を添えて、資源物

を回収した日から1ヵ月以
内に町民生活課へ申請くだ
さい。

必要書類
・リサイクル奨励金交付申請書（町
民生活課備え付け）
・業者押印の買上証明書の写し、ま
たは業者発行の引受証明書（領収
明細書）のいずれか

　　※�収集量が明記されているものに
限り受け付けます。

・印鑑（申請書に押印します）
・振込口座通帳の写し
問　町民生活課（☎34−1113）

活用ください「みやぎ介護人材を育む
取組宣言認証制度」

「みやぎ介護人材を育む取組宣言認
証制度」は、介護職員の育成や、働きや
すい環境づくりの仕組みを整えている
介護事業所が宣言し、県のほか介護関
係団体で組織する「宮城県介護人材確
保協議会」が認証する制度です。宣言・
認証事業所はホームページで公表して
います。介護について興味がある方、介
護の仕事や、利用する介護事業所を探
している方などは、ぜひ活用ください。
※今年度の介護事業所からの宣言申請
は10月に開始しています。申請方法は
ホームページを確認ください。
問　みやぎ介護人材を育む取組宣言
　　認証制度事務局（☎022−343−8538）
　　県保健福祉部長寿社会政策課
　　企画推進班（☎022−211−2536）
　　HP（https：//www.miyagi
　　-kaigojinzai.jp/）

「除雪作業」に協力願います

大雪になった場合、幹線町道および
主要通学路を即日除雪します。作業は
グレーダーなどの機械で行いますの
で、家の出入口の確保に協力願います。
なお、除雪作業の妨げになるような路
上駐車や、民地に積もった雪を道路に
捨てることは絶対にし
ないでください。また、
坂道や日陰などにより
凍結のおそれがある場
合には、融雪剤を配布
しますので、行政区長
に連絡ください。
除雪期間　
12月１日（金）～
　　　　　平成30年３月31日（土）
問　都市建設課 都市整備班
　　（☎34－0507）

募　集
ジョイフルふれあいパーティー

結婚を考えている男女が会話を中心
に出会いを楽しむ交流会です。参加者
全員と話ができます。新しい出会いを
見つけてみませんか。
開催日時　12月17日（日）
　　　　　13：00～16：30
会　　場　エスポールみやぎ
　　　　　（仙台市宮城野区幸町4－5－1）
対　　象　25歳～45歳の独身男女
会　　費　男女3,000円
定　　員　男女各25人
　　　　　※参加申込多数の場合は抽選。
申込締切　12月８日（金）12：00
申込・問　みやぎ青年婚活サポートセンター
　　　　（宮城県青年会館内
　　　　☎022−293−4638、
　　　　ＦＡＸ022−293−4649）

地域活性化サロン「よらいん　よしだ」
参加者募集

地域の方々と交流することで、顔見
知りを作りましょう。どなたでも気軽
に参加ください。参加無料です。
日　時　12月14日（木）
　　　　10：00～12：00
場　所　吉田地区交流センター
対　象　吉田地区在住の方
内　容　レクリエーション、お茶会
問　亘理町社会福祉協議会
　　（☎34−7551）

木造住宅耐震改修工事費などを
助成します

①木造住宅耐震診断費
補助対象
・昭和56年５月31日以前に建築
された戸建て住宅
・在来軸組構法、または枠組構法
で建てられた住宅

申請者負担診断料金
・200㎡以下･･････････�8,300円
・200㎡超え270㎡以下･･･�18,600円
募集件数　８件
②木造住宅耐震改修工事費
補助対象
町で行っている木造住宅耐震診断
助成事業により、上部構造評点が
1.0未満の住宅または、地盤・基礎
について重大な注意事項があると
判断された住宅
補助金額
・耐震改修工事に掛かる費用の下
限を38万９千円、上限90万円
とし、そのうちの23％に30万
円を加算した額とする。※限度
額50万７千円
・耐震改修工事に合わせてリ
フォーム工事を行えば、10万円の
上乗せ補助。※耐震改修工事と合
わせ、最大60万７千円の補助

募集件数　１件
受付期限　平成30年２月28日（水）
申込・問　都市建設課 建築宅地班
　　　　（☎34－0508）

宮城いきいき学園
平成30年４月入学生募集

生きがいと健康づくりを目指し、地
域社会に貢献できる人材として必要な
内容を学んでみませんか。
対　　象　県内居住の概ね60歳以上の方
場　　所　仙南校（仙台大学）
学 習 日　年間22日（２学年制）
入 学 金　5,000円
受 講 料　年間20,000円
申込方法　�福祉課、生涯学習課および

下記ホームページにある申
込書に記入のうえ提出くだ
さい。

募集期間　�12月１日（金）～平成30年
２月28日（水）※必着

申込・問　宮城県社会福祉協議会 いきがい健康課
　　　　（☎022−225−8477）
　　　　HP（http：//www.miyagi-sfk.net/）

吉田公民館「歴史探訪講座」
受講生募集

江戸時代の亘理の歴史を中心に学習
し、教養を深めてみませんか？
開催日時（全３回※各回木曜日）
12月21日、平成30年１月25日、
２月22日
※各回10：00～12：00
場　　所　農村環境改善センター
講　　師　吉岡 一男　氏
対　　象　どなたでも
定　　員　30人
受 講 料　300円
申込方法　�吉田地区交流センターに備

え付けの申込用紙に記入の
うえ提出ください。

　　　　　※電話申込不可。
申込期間　12月４日（月）～８日（金）
問　吉田地区交流センター
　　（☎36−3114）

「亘理町長杯 新春将棋大会」
参加者募集

日　　時　平成30年１月８日（月）
　　　　　9：00～（受付8：30～）
場　　所　中央公民館第一研修室
参加資格　�町内に在住または町内に勤

務・通学している方
参 加 費　1,000円
試合方法
・予選リーグ戦を行い、各ブロック
上位２人を決勝トーナメント進出
・時間は目安とし、準決勝以上から
時計を使用する。
・１手３分以内で対局20分経過後
は１手１分以内
※１～３位まで賞状・賞品を贈呈
申込締切　12月15日（金）
申込・問　生涯学習課 生涯学習班
　　　　（☎34−0510）

平成29年亘理町スポーツ賞・
文化賞顕彰式

スポ－ツ・文化の振興と町民の意識
の高揚を図る目的で、毎年、亘理町内に
住所を有する方、または町内の事業所
などに所属している方で、優秀な成績
を収めた方や団体、指導者を顕彰して
います。顕彰対象は、県以上の規模で行
なわれたスポ－ツや芸術文化の大会・
コンク－ルにおいて優秀な成績を収め
た個人および団体などを対象としてい
ますので、該当される方は連絡をお願
いします。
※�推薦基準など、詳しくは問い合わせ
ください。
受付期限　平成30年１月５日（金）
顕彰の対象期間　�平成29年１月から12

月までの間の成績
開催日時　平成30年２月10日（土）
　　　　　10：00～
開催場所　中央公民館
問　生涯学習課
　　スポ－ツ賞関係：スポ－ツ推進班
　　（☎34－0511）
　　文化賞関係：生涯学習班
　　（☎34－0510）

亘理町の観光スポットを紹介する観光ガイドブック「伊達なわたり旅まる
ごとコレクション」と観光情報サイト「ぶらっとわたり」にお店の情報を掲載
しませんか。詳細は町公式ホームページで確認ください。
掲 載 料　4,000円(観光情報サイトのみの掲載は3,000円)
　　　　　※掲載は定型のレイアウトのみになります。
　　　　　※観光ガイドブック掲載店は無償でサイトに掲載します。
申込方法　�商工観光課に備え付けの申込書に必要事項を記入のうえ申し込み

ください。申込書は町公式サイトからダウンロードもできます。
申込締切　12月15日(金)
申込・問　商工観光課(☎34−0513、ＦＡＸ34−8650)

平成30年度版まるごとコレクション＆ぶらっとわたり 掲載店募集

募集住宅（７戸）
住宅名 住宅形式 間取り 単身申込 募集戸数 家賃目安

西木倉住宅 集合形式
2ＤＫ ○ １ 16,100円　～　31,600円
2ＬＤＫ × 2 19,300円　～　37,900円
3ＤＫ × 1 19,300円　～　37,900円

大谷地住宅 集合形式 2ＤＫ ○ 3 18,400円　～　36,200円

申込方法　�施設管理課または宮城県住宅供給公社で12月１日（金）から配布される申込書に記入し、県住宅供給公社に
郵送にて申し込みください。

受付期間　12月１日（金）～12日（火）
※12日（火）の消印有効
※申し込むには収入基準などの資格条件があります。
※家賃は入居する世帯構成、所得金額により決定されます。
※単身で申し込む場合は、満60歳以上の方など資格条件があります。
※詳しくは12月１日（金）から配布される「入居申込みの手引き」を確認ください。
問　宮城県住宅供給公社 入居管理課 募集班（☎022－224－0014）仙台市青葉区上杉1−1−20ふるさとビル1Ｆ

町営住宅入居者募集

サンタがうちにやってくる　申込・問　亘理町社会福祉協議会（☎34−7551）
　お子さんへのプレゼントを預かり、12月23日の夜にサンタがプレゼントを配達します。
対　　象　ひとり親家庭のお子さん　　申込期間　12月１日(金)～15日(金)
配達地域　亘理町内
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第３子以降等小学校
入学祝金の申請はお済みですか？

５月中旬に小学校を通して、１年生
の保護者を対象に申請書を配布してい
ます。該当する方は、申請書に必要書類
を添付し申請してください。
受付時間　8：30～17：15
　　　　　※土・日、祝日を除く。
受付場所　子ども未来課
受付締切　12月15日（金）
問　子ども未来課（☎34−1225）

家屋の取り壊し・名義変更があった方は
届出をお願いします

固定資産税は、毎年１月１日現在の所
有者に課税されます。家屋を全部また
は一部を取り壊した場合や名義変更が
あった場合は、登記されている家屋につ
いては法務局で登記内容の更新を行っ
てください。また、登記されていない家
屋については、役場税務課で滅失または
名義変更の手続きをしてください。
※�特に平成29年中に取り壊しまたは
名義変更をされた方は早目に手続き
を行ってください。
問　税務課 課税班
　　（☎34−1112内線145～147）

シルバー人材センター
作業料金の改定について

宮城県最低賃金の改定にともない、現
行750円の作業（１時間あたり）が平成
30年１月より780円に改定されます。
問　（公社）亘理町シルバー人材センター
　　（☎34−8800）

労働者・事業主のみなさん
無期転換ルールが始まります

有期労働契約を更新し通算５年を超
える労働者を対象に、無期労働契約を
申し込むことができる「無期転換ルー
ル」が平成30年4月から本格運用され
ます。
問　宮城労働局
　　（☎022−299−8844）

「水道メーターの検針」に協力ください

１月の水道メーターの検針は平成
30年１月３日（水）～10日（水）に行い
ます。期間中はメ－タ－付近の除雪や
障害物の撤去、飼い犬のつなぎ止めな
どに協力願います。
問　上下水道課 庶務班（☎34－0515）

●高齢者インフルエンザ予防接種
期　　間　平成30年１月31日（水）まで
対 象 者　�亘理町に住所のある方で、65歳以上の方、または60歳から64歳で心臓・腎臓・呼吸器の機能に一定の障害を

有する方
個人負担金　1,200円（接種費用4,800円のうち、3,600円を町で負担）
※生活保護受給者証をお持ちの方は接種料金が無料になります。医療機関窓口で受給者証を提示ください。
●高齢者肺炎球菌予防接種
期　　間　平成30年３月31日（土）まで
対 象 者　亘理町に住所があり、肺炎球菌予防接種を1度も受けたことのない下記の方
60～64歳（平成30年４月１日現在）の方で、心臓・腎臓・呼吸器等により一定の障害を有する方
65歳（昭和27年４月２日～昭和28年４月１日生） 70歳（昭和22年４月２日～昭和23年４月１日生）
75歳（昭和17年４月２日～昭和18年４月１日生） 80歳（昭和12年４月２日～昭和13年４月１日生）
85歳（昭和７年４月２日～昭和８年４月１日生） 90歳（昭和２年４月２日～昭和３年４月１日生）
95歳（大正11年４月２日～大正12年４月１日生） 100歳（大正６年４月２日～大正７年４月１日生）

個人負担金　4,000円（接種費用7,740円のうち、3,740円を町で負担）
持 ち 物　健康保険証、健康手帳（お持ちの方）

実施医療機関名 インフル
エンザ

肺炎
球菌 実施医療機関名 インフル

エンザ
肺炎
球菌

板橋胃腸科肛門科 ○ ○ やべ内科クリニックわたり ○ ○
氏家医院 ○ ○ 山形外科医院 ○ ○
大友医院 〇 ○ やまだクリニック ○ ○
大友医院ヒロミ小児科 ○ ○ 亘理往診クリニック ○ －
柿沼循環器科 〇 ○ 浅生原クリニック ○ ○
熊谷内科医院 〇 ○ 菊地内科医院 ○ ○
高橋内科乳腺外科 － ○ 平田外科医院 ○ ○
三浦クリニック ○ ○ 松村クリニック ○ ○
三上医院 ○ ○ 宮城病院 ○ ○
みやぎ南部整形外科クリニック 〇 －

※事前に医療機関へ予約したうえで接種してください。
※�「宮城県広域化予防接種事業」に参加している医療機関であれば上記以外でも接種できます。接種時は、健康推進課窓
口で配布している予診票が必要です。なお、広域化予防接種事業における接種期間は12月31日（日）までです。
問　健康推進課 健康推進班（☎34−0524、ＦＡＸ34−7341）

12月29日（金）から１月３日（水）までの間、町の業務は休みとなります。ただし、出生・死亡届などの戸籍に関する届
けは警備員室（２階建仮設庁舎前プレハブ）にて受け付けます。その他の施設は次のとおり休みます。
図書館 12月28日（木）～１月４日（木） 問　図書館（☎34－8700）
郷土資料館 問　郷土資料館（☎34－8701）
公民館・体育館 12月29日（金）～１月３日（水） 問　各公民館・体育館
中央児童センター 12月28日（木）～１月３日（水） 問　中央児童センター（☎34−2752）
葬祭場 １月１日（月）～１月２日（火） 問　町民生活課 町民班（☎34－1113）

清掃センタ－

12月29日（金）～１月３日（水） 問　亘理名取共立衛生処理組合（☎23－1178）
※年末のごみ持ち込みの締切は12月28日（木）16：00までです。
※ごみ集積所については、ごみ収集日程カレンダーのとおり回収します。
※休業期間のごみは各家庭で保管してください。
※年末年始はごみ持ち込みで大変混雑しますので早めに出されるようお願いします。

し尿くみ取り
12月29日（金）～１月３日（水） 申込・問　（協）名亘清掃事業公社（☎22－6030）
※年末のくみ取りの申し込みは12月28日（木）17：00までです。
※�年末はくみ取りが大変混雑しますので、早めに申し込むようお願いします。なお、収集日は
（協）名亘清掃事業公社に確認してください。

日本赤十字社等受付分（第９次）、宮城県受付分（第８次）、亘理町受付分（第６次）の配分基準が下記のとおり決定しま
した。今回は、下表に基づき12月14日（木）から振込を開始しますので、配分対象の方は、通帳の確認をお願いします。な
お、東日本大震災災害義援金の申請が済んでいる方は、新たな申請は必要ありません。
義援金の配分対象および配分額

配分対象 日本赤十字社等 宮城県 亘理町 合計

人的被害 死亡・行方不明者 ５千円 ５千円 ４千円 １万４千円
災害障害見舞金対象者 ５千円 ５千円 － １万円

住家被害 全壊 １万円 － － １万円
大規模半壊 ５千円 － － ５千円

津波浸水区域における住家被害
※上記「住家被害」に加算

全壊 ４千円 １千円 － ５千円
大規模半壊 ２千円 １千円 － ３千円

震災孤児（震災当時） － － ４千円 ４千円
震災で両親のいずれか一方を亡くされた児童（震
災当時）※上記「震災孤児」を除く － － ３千円 ３千円

問　福祉課 被災者支援班（☎34−0548）

高齢者インフルエンザ・肺炎球菌予防接種（定期接種）を実施しています 年末年始の「町の業務について」

東日本大震災災害義援金の追加配分のお知らせ

生ごみ処理容器（コンポスト）や、電動式生ごみ処理機を購入し、家庭から
出る生ごみの減量化に取り組む世帯に対し補助金を交付しています。

対象容器 対象基準 補助率（２分の１以内）
生ごみ処理容器
処理機（コンポスト）

有効容量100ℓ以上の容器
※保証期間５年以上

購入価格の２分の１以内
限度額3,000円

電動式生ごみ処理
生ごみを５分の１以下に減
容する能力を有する
※保証期間１年以上

購入価格の２分の１以内
限度額25,000円

補助金申請方法　必要書類を添えて、町民生活課へ申請ください。
必要書類　�生ごみ処理容器購入補助金申請書、補助金請求書（町民生活課備

え付け）、領収書の写し、保証書の写し（販売店発行）、仕様書の写
し（パンフレット等）、印鑑（申請書・請求書押印時に使用）振り込
み口座通帳の写し

問　町民生活課（☎34−1113）

生ごみ処理容器購入補助事業

「わたり温泉鳥の海」休館のお知らせ
平成30年4月のリニューアルオー

プンに向けた施設改修工事のため、
わたり温泉鳥の海が下記の期間、全
館休館になります。運営再開について
は、あらためてお知らせします。
休館期間　12月11日（月）
　　　　　～平成30年３月31日（土）予定
問　商工観光課（☎34−0513）
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宮城県最低賃金改正のお知らせ

県内の事業場で働くすべての労働者
（臨時、パート、アルバイト等を含む）に
適用される宮城県最低賃金は、次のと
おり改正されました。また、次の業種に
該当する事業場で働く労働者には、特
定（産業別）最低賃金が適用されます。
宮城県最低賃金
時間額　772円
発効日　10月１日（日）
特定最低賃金
時間額　872円（鉄鋼業）
時間額　�819円（電子部品･デバイス

･電子回路､電気機械器具､
情報通信機械器具製造業）

時間額　840円（自動車小売業）
発効日　12月15日（金）
問　宮城労働局賃金室
　　（☎022−299−8841）

「水道管」の凍結に注意ください

マイナス４℃以下になると日陰などで
は水道が凍結しやすくなります。水抜
栓の操作や、水道管・給水栓への保温で
凍結を防ぎましょう。また、凍結してし
まった場合には該当箇所にぬるま湯を
かけてください。解凍や修理を依頼す
る場合は亘理町水道指定給水装置工事
業者へ問い合わせください。
問　上下水道課 庶務班
　　（☎34－0515）

暮らし
戦没者等のご遺族のみなさんへ
第10回特別弔慰金を支給します

支給対象
戦没者等の死亡当時の遺族（未請求
の方）平成27年４月１日（基準日）に
おいて、「恩給法による公務扶助料」
や「戦傷病者戦没者遺族等援護法に
よる遺族年金」等を受けている方（戦
没者等の妻や父母など）がいない場
合に、次の順位にあたる遺族一人に
支給されます。
戦没者等の死亡当時の遺族
１．�平成27年４月１日までに戦傷病
者戦没者遺族等援護法による弔
慰金の受給権を取得した方

２．戦没者の子
３．�戦没者等の①父母、②孫、③祖父
母、④兄弟姉妹

　※�戦没者等の死亡時、生計関係を
有していたかなどの要件によ
り、順位は変動します。

4．�上記１から３以外の戦没者等の
三親等内の親族

　※�戦没者等の死亡時まで引き続き
１年以上の生計関係を有してい
た方に限ります。

請求締切　平成30年４月２日（月）
※�請求締切を過ぎると今回の弔慰金を
受け取ることはできません。
問　福祉課 社会福祉班
　　�（☎34−1114※8：30～17：15受
付。土・日、祝日、年末年始を除く。）

弁護士法人 ・民事 ・相続
・離婚 ・内容証明

あんしん・ていねい・わかりやすいを大切にしています
弁護士　森山　　博　　弁護士　工藤　芳明　　弁護士　中谷　　洸

〒989－2432 岩沼市中央一丁目5番12号

仙台事務所　☎ 022－266－8243　〒980－0811 仙台市青葉区一番町1－12－20－1105

※お電話にて相談日の
ご予約をお願い致します。仙南事務所 ☎ 0223－29－4381

希望
〔広告〕〔広告〕

ひ ろ ば
お し ら せ

清水　健

〔広告〕

今月は固定資産税の第３期と国民健康保険税
の第７期の納期限です。１月４日（木）まで忘れ
ずに納めましょう。

税金情報

仕事や家庭の都合などで、平日に役場の開庁時間内の窓口に来ることので
きない方などのために、町税や公共料金および各種保険料等に関する納付と
相談ができるよう一部の窓口で、「休日・夜間相談窓口」を開設します。ぜひ、
利用ください。
開設窓口および日時
区　分 開　設　日 開設時間 開設する窓口
休日相談
窓口 12月10・17日（日） ９：00～

15：00
税務課、福祉課、
健康推進課

夜間相談
窓口

12月11日（月）～22日（金）
※土・日を除く。

17：15～
20：00

税務課、福祉課、
子ども未来課、
健康推進課、上下水道課

取扱業務
課　名 取　　扱　　業　　務 ☎

税務課 納税相談および町税の収納業務 34−1112
福祉課 介護保険料に伴う納付相談および収納業務 34−1331
子ども未来課 保育料等に伴う納付相談および収納業務 34−1225

健康推進課 後期高齢者医療保険料に伴う納付相談および
収納業務 34−0501

上下水道課 上下水道使用料に伴う納付相談および収納業務 34−0515

休日・夜間相談窓口を開設します

●乳がん検診　※託児あり
平成30年１月に乳がん検診を実施します。先に申し込みをされた方には12月下旬に受診票を郵送します。追加で受
診を希望する方は、平成30年１月19日（金）まで健康推進課で申し込みください。
実 施 日　平成30年１月9日（火）～22日（月）　8：30～10：30、13：00～13：30（受付）　※14・21日（日）を除く。
検診会場　中央公民館

対　象　年　齢 検　診　内　容 個人負担金
30～39歳の女性 問診、超音波検査 1,500円
41・43・45・46・47・49・51・53・55・56・57・59・
61・63歳の女性 問診、マンモグラフィ検査（２方向） 3,500円

65歳以上の奇数年齢の女性 問診、マンモグラフィ検査（１方向） 2,000円
※年齢基準日は平成30年４月１日です。
※亘理町国保の方は個人負担金の助成（800円）があります。
※41･46･51･56･61歳の方は無料で受診できます。

●子宮頸がん検診（検診車）　※託児あり
検診車による子宮頸がん検診を実施します。検診を申し込まれた方には12月下旬に受診票を郵送します。追加で受診
を希望する方は平成30年１月25日（木）まで健康推進課で申し込みください。
対　　象　20歳以上の女性（年齢基準日：平成30年４月１日）
実 施 日　平成30年１月24日（水）～26日（金）　8：30～10：30、13：00～13：30（受付）
検診会場　中央公民館
個人負担金　3,000円（体部がん検診は別途3,000円）
※亘理町国保の方は個人負担金の助成（800円）があります。
※21･26･31･36･41歳の方は無料で受診できます。

託児のお知らせ（乳がん検診・子宮頸がん検診）
お母さんが検診を受けている間、生後６ヶ月以上のお子さんを対象に託児を行います。託児を希望される方は、申
込期限までに健康推進課へ電話で申し込みください。

検診名 託児実施日 託児時間 定員 申込期限

乳がん検診 平成30年１月12日（金）、15日（月）、
18日（木）、22日（月） 8：30～12：00 ５人

※各日 託児希望日の３日前
子宮頸がん検診 平成30年１月25日（木）、26日（金）

●前立腺がん検診
先に申し込みをされた方へ12月下旬に受診票を郵送します。なお、追加で受診を希望する方は、平成30年１月26日

（金）まで健康推進課で申し込みください。
対　　象　50～79歳の男性（年齢基準日：平成30年４月１日）
実 施 日　平成30年１月25日（木）～27日（土）　9：00～11：00、13：00～13：30（受付）
検診会場　中央公民館
検診内容　血液検査（ＰＳＡ検査）
個人負担金　1,000円（亘理町国保の方は800円の助成があります。）
申込・問　健康推進課（☎34−0524）

乳がん検診・子宮頸がん検診・前立腺がん検診のお知らせ

「下水道事業受益負担金」の
納め忘れはありませんか

第３期分の納期限は平成30年１月４日（木）までです。
忘れずに納めましょう。
� 問　上下水道課（☎34−0515）39 38広報わたり　2017.12広報わたり　2017.12
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〔広告〕

ＱＵＯカード（５，０００円）

ＱＵＯカード（２，５００円）

ＱＵＯカード（３，０００円）

ＱＵＯカード（３，５００円）

ＱＵＯカード（４，０００円）

ＱＵＯカード（４，５００円）

５００万円～５９９万円

６００万円～６９９万円

１，０００万円

７００万円～７９９万円

８００万円～８９９万円

９００万円～９９９万円

１０万円～４９万円

１００万円～１９９万円

２００万円～２９９万円

３００万円～３９９万円

４００万円～４９９万円

通常プレゼント

ＱＵＯカード（５００円）

ＱＵＯカード（１，０００円）

ＱＵＯカード（１，５００円）

ＱＵＯカード（２，０００円）

５０万円～９９万円 すてきなプレゼント
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